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コンプライアンスの欠如に関する刑事責任と民事責任の関係について

著
者
紹
介

　

本
稿
は
、
雑
誌N

eue Zeitschrift für W
irtschafts-, Steuer- 

und U
nternehm

ensstrafrecht

の
二
〇
一
五
年
四
月
号
一
二
一

頁
以
下
（
第
一
部
）、
お
よ
び
二
〇
一
五
年
五
月
号
一
六
一
頁
以
下

（
第
二
部
）
に
掲
載
さ
れ
た
、Zum

 V
erhältnis von strafrecht-

licher und zivilrechtlicher H
aftung für Com

pliance-M
ängel

と
題
さ
れ
た
論
文
の
訳
文
で
あ
る
。

　

著
者
で
あ
る
ロ
ー
タ
ー
・
ク
ー
レ
ン
（Lothar K

uhlen

）
マ
ン

ハ
イ
ム
大
学
（U

niversity of M
annheim

）
教
授
は
、
二
〇
一

三
年
六
月
に
来
日
さ
れ
、
早
稲
田
大
学
・
横
浜
国
立
大
学
で
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
お
よ
び
租
税
刑
法
に
関
す
る
講
演
を
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
翻
訳
者
は
、
横
浜
国
立
大
学
に
お
け
る
講
演
「
租
税
逋
脱
と
刑

法
」
の
、
翻
訳
・
通
訳
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
が
、

ク
ー
レ
ン
教
授
は
、
租
税
刑
法
と
い
う
や
や
特
殊
な
分
野
の
テ
ー
マ

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変
分
か
り
や
す
く
、
か
つ
刺
激
的
な

内
容
の
講
演
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
（
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
横
浜
国
際

社
会
科
学
研
究
一
八
巻
四
・
五
号
（
二
〇
一
四
年
一
月
）、
四
五
七

─
四
六
九
頁
に
掲
載
）。
そ
の
後
ク
ー
レ
ン
教
授
か
ら
、
経
済
刑
法

や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
論
文
の
抜
き
刷
り
を
頂
戴
し
た
が
、

い
ず
れ
も
高
度
か
つ
複
雑
な
法
律
問
題
を
非
常
に
論
理
的
に
、
明
快

に
分
析
し
て
お
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
の
分
野
で
の
議

論
が
日
本
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
訳
出
の
価

ロ
ー
タ
ー
・
ク
ー
レ
ン

内　

海　

朋　

子
／
訳

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
欠
如
に
関
す
る
刑
事
責
任
と
民
事
責

　

任
の
関
係
に
つ
い
て

資 料
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値
が
高
い
と
判
断
し
た
。

　

本
稿
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
は
、
二

〇
一
三
年
の
来
日
時
に
早
稲
田
大
学
で
行
わ
れ
た
講
演
会
で
も
扱
わ

れ
て
お
り
、
岡
上
雅
美
教
授
に
よ
る
優
れ
た
訳
が
、「
ド
イ
ツ
に
お

け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
刑
法
（Com

pliance und Straf-
recht in D

eutschland

）」
と
し
て
、
比
較
法
学
（
早
稲
田
大
学
）

四
七
巻
三
号
（
二
〇
一
四
年
）、
一
六
五
─
一
八
四
頁
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
本
稿
と
あ
わ
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
の
訳
出
に
当
た
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
会
社
の
組
織

構
成
な
ど
、
ク
ー
レ
ン
教
授
か
ら
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
文
中
に
訳
者
注
と
し
て
説
明
を
加
え
た
。

ま
た
、
脚
注
番
号
な
ど
、
書
式
の
面
に
お
い
て
若
干
の
変
更
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
文
中
に
頻
出
す
る
用
語
の
訳
語
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
通
り
と
し
た
。U

nternehm
ensleiter

・Geschäftsleiter
＝
業

務
執
行
者
、U

nternehm
ensleitung

・Geschäftsleitung
＝
業

務
執
行
部
、Vorstand

＝
（
株
式
会
社
の
）
取
締
役
会
、Vorstand-

m
itglied

＝
（
株
式
会
社
の
）
取
締
役
、Geschäftsführer

＝

（
有
限
会
社
の
）
取
締
役
、Geschäftsherr

＝
事
業
主
、U

nter-
nehm

ensinhaber

＝
企
業
所
有
者
、Betriebsinhaber

＝
事
業

所
有
者
。

　

な
お
本
稿
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｃ
（16K

03362

）
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

序

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
近
時
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
論
は
、
刑
事
・
民
事
双
方
の
近
時
の
判
決
に
も
、
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
刑
事
・
民
事
間
で
の
調
整
が
必
要
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
本
稿
で
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る）1
（

。

本
題
に
入
る
前
に
こ
こ
で
ま
ず
、
民
事
・
刑
事
の
い
ず
れ
に
お
い
て

も
、
各
人
は
、
自
己
の
行
い
に
つ
い
て
自
ら
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
帰
責
原
理
が
妥
当
し
、
そ
し
て
ど
ち
ら
の
法
分
野

で
も
帰
責
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

両
方
の
法
分
野
を
規
律
し
て
い
る
原
理
を
比
較
す
る
こ
と
、
そ
し
て

お
互
い
に
矛
盾
な
く
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
点
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。

　

帰
責
、
よ
り
正
確
に
は
、
刑
事
的
（
あ
る
い
は
秩
序
違
反
法
上

の
）
帰
責
と
い
う
概
念
は
、
最
近
た
し
か
に
批
判
さ
れ
て
は
い
る
。

帰
責
と
い
う
概
念
は
民
法
に
お
い
て
の
み
用
い
ら
れ
、
刑
法
や
秩
序

違
反
法
に
お
け
る
応
報
と
は
異
な
っ
た
法
的
効
果
を
有
し
て
お
り
、

刑
事
法
と
は
異
な
る
世
界
に
属
す
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
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る
）
2
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
帰
責
は
、
民
事
的
お
よ
び
刑
事
的
な
答
責
性

の
比
較
）
3
（

を
容
易
に
す
る
概
念
で
あ
り
、
民
事
的
答
責
性
と
刑
事
的
答

責
性
は
歴
史
的
に
は
同
一
の
「
帰
責
」
概
念
か
ら
生
じ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
後
に
分
岐
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い）4
（

。
も
っ

と
も
、
こ
の
分
岐
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
新
し
い
問
題
が
生
じ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
つ
の
帰
責
形
態
の
関
係
が
将
来

的
に
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
、
そ
し
て
展
開
さ
せ
る
べ
き
な
の

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

本
稿
で
扱
う
課
題
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
と
い
う
テ
ー
マ
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
刑
事
判
例
を
改
め
て

確
認
し
て
お
く
（
Ⅰ
部
分
）。
次
に
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
最
新
民

事
判
例
を
紹
介
す
る
（
Ⅱ
部
分
）。
こ
れ
ら
の
判
決
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
欠
如
の
及
ぼ
す
影
響
が
刑
事
と
民
事
と
で
ど

の
よ
う
に
異
な
る
か
考
察
す
る
（
Ⅲ
以
下
）。
最
後
に
、
本
稿
の
簡

単
な
総
括
を
行
う
（
Ⅴ
）。

Ⅰ　

刑
事
判
例

１　

連
邦
通
常
裁
判
所　

刑
集
五
二
巻
三
二
三
頁
（
ジ
ー
メ
ン
ス
／

エ
ネ
ル
事
件
、
二
〇
〇
八
年
八
月
二
九
日
第
二
刑
事
部
判
決
）

　

連
邦
通
常
裁
判
所
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
定
に
関
し
て
初
め
て

言
及
し
た
の
は
、
二
〇
〇
八
年
の
判
決
に
お
い
て
で
あ
る
。
ジ
ー
メ

ン
ス
社
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
定
は
、
本
件
当
時
す
で
に
、
裏
金

目
的
の
隠
し
口
座
を
開
設
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
連
邦

通
常
裁
判
所
は
、
こ
の
種
の
隠
し
口
座
の
維
持
は
、
本
件
の
具
体
的

事
実
に
て
ら
し
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
上
層
部
が
認
め
た
も
の
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
背
任
の
客
観
的
構
成

要
件
を
充
足
す
る
と
し
た）5
（

。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
に
努
力
し
て

い
れ
ば
様
々
な
形
で
刑
法
的
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
が
、
中
間
管
理
職
に
あ
っ
た
本
件
の
被
告
人
に
と
っ
て
は

む
し
ろ
、
情
状
を
重
く
す
る
方
向
に
働
く
。
す
な
わ
ち
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
上
層
部
の
責
任
を
軽
く
し
、
中
間
管
理
職
社
員
の
責
任
を
重
く
す

る
作
用
を
持
ち
得
る
の
で
あ
る）6
（

。

２　

連
邦
通
常
裁
判
所　

刑
集
五
四
巻
四
四
頁
（
ベ
ル
リ
ン
都
市
施

設
局
事
件
、
二
〇
〇
九
年
七
月
一
七
日
第
五
刑
事
部
判
決
）

　

そ
の
よ
う
な
帰
責
の
拡
大
は
、
と
り
わ
け
、
多
く
の
企
業
に
お
い

て
任
命
さ
れ
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
受
任
者
の
負
担
に
な
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
あ
る
判
決
の
傍
論
で
こ
の
問

題
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
判
決
は
多
く
の
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た）7
（

。

そ
の
判
決
と
は
ベ
ル
リ
ン
都
市
施
設
局
で
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
法

曹
に
対
す
る
有
罪
判
決
で
あ
る
。
都
市
施
設
局
の
担
当
部
署
で
は
超
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過
料
金
を
定
め
て
お
り
、
ま
た
そ
の
金
額
が
実
際
に
徴
収
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
れ
が
詐
欺
罪
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
被
告
人
は

超
過
料
金
を
定
め
る
こ
と
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
こ

れ
を
放
置
し
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
地
裁
は
、
こ
れ
を
、
不
作
為
に
よ

る
詐
欺
の
幇
助
で
あ
る
と
し
た
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
有
罪
を
維
持
し
、
被
告
人
の
、「
法
務
・
内

部
監
査
部
部
長
」
と
し
て
の
地
位
か
ら
、
保
証
人
的
義
務
を
導
き
出

し
た）8
（

。
こ
の
点
に
関
し
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
近
時
様
々
な
形

で
導
入
さ
れ
て
い
る
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
オ
フ
ィ
サ
ー
」
は
、

通
常
、
保
証
人
と
し
て
、
従
業
員
の
企
業
活
動
と
関
連
す
る
犯
罪
行

為
を
阻
止
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
し
、
そ
の
理
由
を
こ
の

義
務
が
、
企
業
上
層
部
に
対
し
て
引
き
受
け
た
、
法
令
違
反
、
と
り

わ
け
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
る
義
務
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
点
に

求
め
た）9
（

。

　

こ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
示
は
、
実
務
に
大
き
な
動
揺
を
も
た

ら
し
、
学
界
で
も
批
判
さ
れ
た
。
批
判
さ
れ
た
の
は
特
に
以
下
の
点

で
あ
る
。

・
保
証
人
的
地
位
の
実
質
的
な
根
拠
づ
け
が
理
論
的
に
十
分
説
得

的
で
な
い
。

・
権
能
を
引
き
受
け
た
と
し
て
も
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
受
任
者

は
企
業
に
対
す
る
義
務
の
み
を
負
い
、
第
三
者
に
対
し
て
義
務

を
負
わ
な
い
。

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
受
任
者
は
、
規
範
違
反
を
知
っ
た
場
合
、

通
常
は
情
報
提
供
義
務
を
負
う
の
み
で
、
被
疑
者
に
対
す
る
決

定
権
能
を
有
し
て
い
な
い
。

・
通
常
、
規
範
違
反
と
さ
れ
る
も
の
は
、
情
報
提
供
義
務
違
反
で

あ
り
、
被
疑
者
に
対
す
る
決
定
権
能
（
の
不
行
使
）
で
は
な
い）（（
（

。

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
受
任
者
の
保
証
人
的
地
位
は
事
業
主
の
保

証
人
的
地
位
か
ら
導
か
れ
る
の
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の

よ
う
な
保
証
人
的
地
位
は
事
業
主
自
身
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

判
決
の
支
持
者
は
こ
れ
に
対
し
、
以
下
の
こ
と
を
認
め
る
。
ま
ず
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
受
任
者
の
保
証
人
的
地
位
は
、
業
務
執
行
者
の

地
位
の
引
き
受
け
か
ら
生
じ
る
。
そ
の
際
重
要
な
の
は
、
そ
も
そ
も

業
務
執
行
部
に
そ
の
よ
う
な
保
証
人
的
地
位
が
生
じ
て
い
る
の
か
で

あ
る
。
通
説
は
こ
れ
を
肯
定
し
、
企
業
は
特
別
の
危
険
源
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
を
創
設
し
、
支
配
し
て
い
る
事
業
主
に
は
答
責
性
が
あ
る

と
い
う
点
に
い
わ
ゆ
る
事
業
主
責
任
の
根
拠
を
求
め
る
。
業
務
執
行

部
は
監
督
保
証
人
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
い
く
つ
か
の
条
文
で

明
文
化
さ
れ
て
い
る
が
、（
秩
序
違
反
法
一
三
〇
条
に
お
け
る
管
理
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義
務
、
刑
法
三
五
七
条
の
公
務
員
犯
罪
に
お
け
る
黙
認
な
ど
）
こ
れ

ら
の
条
文
は
限
定
列
挙
で
は
な
く）（（
（

、
む
し
ろ
確
認
規
定
で
あ
り）（（
（

、
自

己
答
責
性
の
原
則
に
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る）（（
（

。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
受
任
者
に
決
定
権
能
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
が
、
保

証
人
的
地
位
を
否
定
す
る
根
拠
と
は
な
ら
ず
、
た
だ
保
証
人
的
義
務

が
制
限
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
個
別
具
体
的
な
事
案
に
つ
い
て
犯
罪
行

為
の
実
行
に
お
け
る
義
務
違
反
の
因
果
関
係
を
証
明
で
き
な
く
な
る

と
い
う
帰
結
が
も
た
ら
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い）（（
（

。

　

こ
の
見
解
は
、
引
き
受
け
に
よ
り
保
証
人
的
地
位
が
生
じ
る
こ
と

を
認
め
て
い
る
限
り
に
お
い
て
問
題
は
な
い
。
二
〇
〇
九
年
判
決
か

ら
生
じ
る
重
要
な
問
題
は
、
本
当
に
業
務
執
行
者
が
、
事
業
に
関
連

す
る
犯
罪
行
為
の
予
防
の
た
め
に
保
証
人
的
地
位
を
負
う
の
か
で
あ

る
。
企
業
所
有
者
や
取
締
役
会
は
、
自
身
が
負
っ
て
い
る
責
任
を
委

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る）（（
（

。

３　

連
邦
通
常
裁
判
所　

JR
2012, 303

（
モ
ビ
ン
グ
（
い
じ

め
）
事
件
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
〇
日
第
四
刑
事
部
判
決
）

　

二
〇
一
一
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

受
任
者
の
問
題
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
と
っ
て
、

と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
事
業
主
の
、
事
業
に
関
連
す

る
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
べ
き
保
証
人
的
義
務
を
明
ら
か
に
認
め
て
い

る
か
ら
で
あ
る）（（
（

。

 a）　

こ
の
「
原
則
的
な
判
決
）
（（
（

」
は
、
モ
ビ
ン
グ
（
い
じ
め
）
の
事
件

を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
事
案
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
市

の
建
築
場
の
工
事
従
業
員
グ
ル
ー
プ
（「
コ
ロ
ニ
ー
」）
に
所
属
す
る

者
達
か
ら
、
他
の
従
業
員
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
た
被
害
者
は
、

勤
務
時
間
中
、
幾
度
も
の
の
し
ら
れ
、
殴
打
さ
れ
た
。
訴
え
ら
れ
た

の
は
犯
行
を
行
っ
た
者
達
の
直
接
の
上
司
で
あ
り
、
こ
の
上
司
は
被

害
者
に
対
す
る
い
じ
め
を
知
っ
て
い
た
が
、
何
ら
の
介
入
も
し
な

か
っ
た
。
問
題
と
な
る
の
は
、
本
件
に
お
い
て
危
険
傷
害
罪
お
よ
び

強
要
罪
へ
の
不
作
為
に
よ
る
関
与
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
原

審
と
同
様
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
こ
の
点
を
否
定
し
た
が
、
そ
の
際

問
題
と
な
っ
た
の
は
不
作
為
に
よ
る
救
助
の
懈
怠
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
本
判
決
に
よ
れ
ば
被
告
人
が
、
事
業
所
有
者
と
し
て

国
家
か
ら
課
さ
れ
て
い
る
、
自
己
の
部
下
に
対
す
る
監
督
義
務
を
引

き
受
け
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
個
々
の

事
案
に
お
け
る
状
況
に
て
ら
し
て
、
事
業
所
有
者
あ
る
い
は
上
司
と

し
て
の
地
位
か
ら
、
下
位
従
業
員
の
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
べ
き
保
証

人
的
地
位
が
生
じ
」
う
る
か
ら
で
あ
る）（（
（

。
こ
の
こ
と
は
し
か
し
な
が

ら
、「
事
業
に
関
連
し
た
犯
罪
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
」
の
み
に
限

ら
れ
、「
従
業
員
が
単
に
従
業
時
間
中
に
た
ま
た
ま
機
会
が
あ
っ
た
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の
で
行
っ
た
に
す
ぎ
な
い
行
為
」
は
含
ま
れ
な
い）（（
（

。
本
件
の
い
じ
め

は
、
事
業
に
関
連
し
た
犯
罪
行
為
で
は
な
い
。
建
築
場
に
お
け
る
事

業
に
関
連
し
た
特
別
の
危
険
に
関
連
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
）
（（
（

。
 b）　

モ
ビ
ン
グ
事
件
判
決
の
後
半
部
分
に
つ
い
て
は
、
私
は
、
説
得

的
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る）（（
（

。
こ
こ
で
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦

通
常
裁
判
所
が
、
事
業
主
の
監
督
保
証
人
的
地
位
を
認
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
受
任
者
の
保
証
人
的
地
位
に
つ
い
て

の
先
行
判
例
か
ら
結
論
を
導
き
出
し
、
そ
れ
に
よ
り
同
時
に
、
判
例

を
支
持
す
る
説
の
理
論
的
な
重
要
性
を
確
認
し
た
と
い
う
点
が
興
味

深
い
）
（（
（

。
モ
ビ
ン
グ
判
決
は
す
な
わ
ち
、
判
例
に
お
い
て
従
来
よ
く
み

ら
れ
た
、
企
業
に
お
け
る
監
視
義
務
を
理
論
的
に
精
密
化
さ
せ
る
と

い
う
モ
デ
ル
に
う
ま
く
あ
て
は
め
る
事
案
だ
っ
た
の
で
あ
る）（（
（

。

 c）　

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
第
三
者
に
対
し
て
負
う
保
証
人
的
義
務

を
「
企
業
所
有
者
あ
る
い
は
上
司
と
し
て
の
地
位
か
ら
導
き
出
す
」

こ
と
は
、
か
の
有
名
な
一
九
九
〇
年
の
皮
革
用
ス
プ
レ
ー
判
決）（（
（

以
来

の
伝
統
的
な
刑
事
判
例
の
流
れ
に
く
み
す
る
も
の
で
あ
る）（（
（

。
皮
革
用

ス
プ
レ
ー
判
決
に
お
い
て
は
、「
皮
革
用
ス
プ
レ
ー
の
使
用
に
よ
っ

て
生
じ
た
身
体
障
害
に
つ
い
て
の
」
被
告
人
の
刑
事
的
答
責
性
が
、

「
製
造
会
社
お
よ
び
販
売
会
社
の
取
締
役
と
し
て
の
地
位
」
か
ら
導

き
出
さ
れ）（（
（

、
そ
の
際
、
保
証
人
的
義
務
違
反
（
そ
し
て
他
の
構
成
要

件
）
を
企
業
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
形
で
決
定
す
る
と
い
う
手
法
が
確

立
し
、
そ
れ
以
降
、
刑
事
判
決
は
そ
の
よ
う
な
手
法
に
従
っ
て
判
断

が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）（（
（

。
モ
ビ
ン
グ
事
例
も
ま
た
こ
の
よ
う
な

手
法
を
採
用
し
て
お
り
、（
大
抵
の
場
合
）
企
業
体
の
対
外
責
任
に

つ
い
て
の
民
事
判
例
に
お
け
る
理
論
構
成
を
採
用
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い）（（
（

。

　

企
業
の
従
業
員
の
可
罰
性
を
、
企
業
活
動
と
関
連
づ
け
て
判
断
す

る
場
合
、
ま
ず
企
業
自
体
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
要
件
が
充
足
さ
れ

て
い
る
か
が
問
題
と
な
り
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
れ
ば
次
に
、
企
業
の

構
成
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
組
織
体
内
部
に
お
け
る
各
々
の
地
位
に
て
ら

し
て
同
様
に
そ
の
よ
う
な
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
が
検
討
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
犯
罪
類
型
に
妥
当
す
る
一
般
的
要
件
と
し
て

の
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
企
業
が
、
企
業
自
体
に
妥
当
す

る
義
務
に
違
反
し
た
か
、
続
い
て
、
各
人
が
企
業
内
の
自
分
の
地
位

と
自
己
の
行
動
に
て
ら
し
て
、
義
務
違
反
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
か

を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
企
業
の
諸
義
務
が
、
企
業

に
お
い
て
権
限
を
有
す
る
構
成
員
、
す
な
わ
ち
第
一
義
的
に
は
、
業

務
執
行
部
に
属
す
る
者）（（
（

、
す
な
わ
ち
自
然
人
で
あ
る
が
、
こ
の
者
達

に
妥
当
す
る
こ
と
は
問
題
な
く
認
め
ら
れ
る）（（
（

。
企
業
内
部
の
地
位
、
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そ
の
中
に
は
企
業
内
部
に
お
け
る
機
関
と
し
て
の
地
位
も
含
ま
れ
る

が
、
こ
れ
ら
は
組
織
体
の
構
成
員
自
身
が
企
業
の
た
め
に
行
為
す
る

場
合
に
服
す
る
諸
義
務
に
よ
り
基
礎
づ
け
ら
れ
、
限
界
づ
け
ら
れ
る）（（
（

。

　

こ
の
理
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
刑
法
一
四
条
、
お
よ
び
秩
序
違

反
法
九
条
）
（（
（

に
定
め
ら
れ
た
身
分
犯
構
成
に
お
け
る
帰
責
ル
ー
ル
と
し

て
実
体
法
上
示
さ
れ
て
い
る
モ
デ
ル
に
相
当
す
る
。
し
か
し
身
分
犯

に
は
限
ら
れ
な
い）（（
（

。
こ
の
理
論
は
、
と
り
わ
け
「
関
係
者
相
互
間
に

実
際
に
存
在
す
る
権
力
依
存
関
係
」
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ

て
）
（（
（

、
社
会
的
実
体
に
即
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り）（（
（

、
そ
れ
ゆ
え
近
時

の
刑
事
判
例
に
お
い
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ⅱ　

民
事
判
例

１　

連
邦
通
常
裁
判
所　

w
istra 2012

（
虚
偽
取
引
、
二
〇
一
二

年
七
月
一
〇
日
第
六
民
事
部
判
決
）

　

二
〇
一
二
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
第
六
民
事
部
の
判
決
）
（（
（

は
、
こ
れ

ま
で
紹
介
し
て
き
た
従
来
の
判
例
の
理
論
モ
デ
ル
と
合
致
し
な
い
。

本
件
は
、
有
限
会
社
の
二
人
の
取
締
役
の
う
ち
一
人
（
Ａ
）
が
、
虚

偽
取
引
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
虚
偽
取
引
に
よ
り

あ
る
株
式
会
社
が
損
害
を
受
け
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
民
事
部
は

こ
れ
を
株
式
会
社
の
取
締
役
に
よ
り
行
わ
れ
た
背
任
の
幇
助
と
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
（
民
法
八
二
三
条
二
項
、
刑
法
二
六
六
条
、
二
七
条

に
基
づ
き
）
Ａ
の
損
害
賠
償
義
務
が
生
じ
る
と
し
た
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
有
限
会
社
の
別
の
取
締
役
Ｂ
の
存
在
で

あ
る
。
Ｂ
は
虚
偽
取
引
に
積
極
的
に
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

を
認
識
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
の
措
置
も
講
じ
な
か
っ
た
。

控
訴
審
で
あ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
Ｂ
に
つ
き
、
株

式
会
社
の
取
締
役
の
背
任
に
対
し
て
、
不
作
為
に
よ
る
幇
助
と
し
て

関
与
し
て
い
る
か
ら
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と
し
た
。
Ｂ
の
保
証

人
的
地
位
に
つ
い
て
は
、
当
該
有
限
会
社
の
取
締
役
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
自
己
の
企
業
か
ら
生
じ
る
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
べ
き
義
務
が

生
じ
る
」、
と
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
さ
ら
に
、「
企
業
の
活
動
範
囲
か

ら
生
じ
る
犯
罪
行
為
へ
の
関
与
に
」、
す
な
わ
ち
本
件
で
は
共
同
取

締
役
で
あ
る
Ａ
の
行
為
に
介
入
す
る
義
務
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

根
拠
づ
け
ら
れ
る
と
し
た）（（
（

。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
て
Ｂ
の
不
作
為
犯
と
し
て
の
保

証
人
的
地
位
を
否
定
し
た
。
有
限
会
社
の
機
関
は
た
し
か
に
、
株
式

会
社
の
場
合
と
同
様
、「
会
社
が
合
法
的
に
行
動
し
、
そ
の
法
律
上

の
義
務
を
遵
守
す
る
よ
う
、
配
慮
す
る
こ
と
」
を
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る）（（
（

。
こ
の
法
令
遵
守
の
義
務
づ
け
は
し
か
し
な
が
ら
、「
基
本
的

に
会
社
に
対
し
て
の
み
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
部
外
者
で
あ
る
第
三

者
と
の
関
係
で
は
生
じ
な
い）（（
（

」。
有
限
会
社
の
取
締
役
、
な
い
し
株
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式
会
社
の
取
締
役
の
対
外
責
任
は
、
そ
れ
ゆ
え
「
特
別
の
請
求
権
が

あ
る
場
合
に
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
み
問
題
と
な
」
り
、
特
に
「
こ
れ

ら
の
者
達
が
許
さ
れ
な
い
行
為
を
自
ら
行
っ
て
損
害
を
惹
起
し
た
場

合
に
問
題
と
な
る）（（
（

」。
し
か
し
、
本
件
は
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は

な
く
、
ま
た
Ｂ
が
、
個
人
的
に
妥
当
す
る
義
務
を
引
き
受
け
た
と
い

う
事
実
も
ま
た
証
明
さ
れ
な
い
、
と
さ
れ
た）（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
第
六
民
事
部
は
、
Ｂ
の
所
為
は
不
作
為
に
よ

る
背
任
の
幇
助
に
あ
た
り
、
刑
法
的
に
重
要
な
意
味
を
持
ち
う
る
と

し
た
控
訴
審
判
決
を
破
棄
し
た
の
で
あ
る
。
弁
護
人
の
一
人
は
判
決

後
す
ぐ
さ
ま
、
被
告
人
は
さ
ら
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
最
前
線
に

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
る
（
訳
者
注
：
し
た

が
っ
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
欠
如
を
理
由
に
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
危

険
は
も
は
や
生
じ
な
い
）
と
主
張
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
第
六
民
事

部
の
判
断
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
受
任
者
の
保
証
人
的
地
位
に
関

す
る
二
〇
〇
九
年
の
第
五
刑
事
部
判
決
の
傍
論
に
反
す
る
こ
と
を
挙

げ
た）（（
（

。
も
っ
と
も
こ
の
主
張
は
、
時
機
尚
早
だ
っ
た
と
い
え
る
。
連

邦
通
常
裁
判
所
内
部
で
刑
事
部
と
民
事
部
の
間
に
見
解
の
相
違
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
将
来
解
消
さ
れ
る
べ
き
か
、
さ
れ
る
と

し
た
ら
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
か
は
、
ま
だ
解
決
済
み
と
は
い

え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
民
事
判
決
が
、
刑
法
的
な
見
地
か
ら
は
混

乱
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

刑
法
上
の
通
説
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
、
危
険
源
と
し
て
の
企

業
の
性
質
か
ら
導
か
れ
る
、
業
務
執
行
部
の
、
事
業
に
関
連
す
る
犯

罪
行
為
を
阻
止
す
べ
き
と
い
う
保
証
人
的
地
位
は
、
例
え
ば
、
モ
ビ

ン
グ
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
一
義
的
に
は

企
業
自
体
の
保
護
で
は
な
く
、
企
業
か
ら
の
第
三
者
の
保
護
に
資
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
保
証
人
的
地
位
は
、

第
三
者
に
対
し
て
も
存
在
し
、
そ
の
意
味
で
外
部
的
効
果
を
有
す
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
企
業
の
下
位
従
業
員
、
例
え
ば
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
受
任
者
に
対
す
る
委
任
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
変
わ

ら
な
い
の
で
あ
る
。
企
業
の
指
導
的
機
関
の
、
事
業
に
関
連
す
る
犯

罪
行
為
の
阻
止
と
い
う
外
部
に
対
す
る
保
証
人
的
義
務
を
否
定
す
る

こ
と
は
そ
れ
故
、
こ
の
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
矛
盾
が
本
当
に
存
在
す
る
の
か
、
そ
し
て
矛
盾
が

あ
る
と
す
れ
ば
解
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
に
つ
い
て
論
じ

る
前
に
、
最
近
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
欠
如
に
関
す
る
民
事
判
決

を
検
討
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
三
年
の
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁

第
一
部
の
、
ジ
ー
メ
ン
ス
／
ノ
イ
ビ
ュ
ル
ガ
ー
判
決
で
あ
る
。

２　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部　

ZIP 2014, 570

（
ジ
ー
メ
ン
ス
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／
ノ
イ
ビ
ュ
ル
ガ
ー
事
件
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
〇
日
判
決
）

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
の
努
力
の
展
開
は

ジ
ー
メ
ン
ス
事
件
な
し
に
は
語
れ
な
い
が
、
本
判
決
は
ジ
ー
メ
ン
ス

事
件
が
引
き
起
こ
し
た
様
々
な
法
律
問
題
の
う
ち
の
一
つ
に
か
か
わ

る
も
の
で
あ
る）（（
（

。
被
告
人
の
ハ
イ
ン
ツ
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ノ
イ
ビ
ュ
ル

ガ
ー
は
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
、
ジ
ー
メ
ン
ス

株
式
会
社
（
原
告
）
の
取
締
役
で
あ
り
、
中
央
財
政
部
門
の
最
高
責

任
者
で
あ
っ
て
、「
監
査
・
法
務
部
」
に
つ
い
て
も
兼
務
し
て
い
た）（（
（

。

一
九
九
九
年
か
ら
取
締
役
会
内
部
で
は
、
当
該
株
式
会
社
の
隠
し
口

座
か
ら
裏
金
の
支
払
い
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
を
疑
わ
せ

る
事
案
が
何
度
も
報
告
さ
れ
て
い
た）（（
（

。
取
締
役
会
は
そ
れ
ゆ
え
、
一

九
九
九
年
に
管
理
職
社
員
に
対
し
て
各
々
の
職
責
の
範
囲
内
で
、
法

令
遵
守
に
留
意
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
一

九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
か
け
て
、
被
告
人
は
、
当
該
株
式
会

社
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
関
の
構
築
の
た
め
に
様
々
な
措
置
を
講

じ
た）（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
裏
金
の
支
払
い
は
長
年
に
わ
た
る
組
織
的

な
も
の
で
、
こ
れ
を
防
止
し
え
ず
、
二
〇
〇
七
・
二
〇
〇
八
年
に
は

当
該
株
式
会
社
に
対
し
て
、
総
計
一
〇
億
ユ
ー
ロ
を
超
え
る
金
銭
的

制
裁
が
科
さ
れ
た）（（
（

。

　

そ
こ
で
、
主
席
監
査
役
が
、
二
〇
〇
八
年
に
株
式
会
社
に
生
じ
た

損
害
の
賠
償
を
、（
元
）
取
締
役
ら
に
対
し
て
請
求
し
た
。
そ
の
中

に
は
、
裏
金
の
支
払
い
を
防
止
す
べ
き
義
務
に
有
責
的
に
違
反
し
、

株
式
会
社
に
損
害
を
与
え
た
と
し
て
、
被
告
人
も
含
ま
れ
て
い
た
。

と
り
わ
け
、
被
告
人
が
権
限
を
有
し
て
い
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

制
度
が
欠
陥
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
九
名

の
取
締
役
と
は
（
二
〇
一
〇
年
の
総
会
で
）
和
解
が
成
立
し
た
が
、

株
式
会
社
と
被
告
人
の
間
の
和
解
手
続
き
は
当
初
、
不
調
に
終
わ
っ

た
）
（（
（

。
株
式
会
社
側
は
、
被
告
に
一
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
の
損
害
賠
償
金

の
支
払
い
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た）（（
（

。

　

裁
判
所
は
、
請
求
を
全
面
的
に
認
め
た
。
株
式
会
社
側
の
損
害
賠

償
請
求
権
は
、
株
式
法
九
三
条
二
項
第
一
文
に
基
づ
く
も
の
で
、
被

告
人
は
通
常
の
か
つ
誠
実
な
業
務
執
行
者
の
注
意
（
株
式
法
九
三
条

一
項
第
一
文
）
を
怠
っ
た
と
さ
れ
た
。
こ
の
義
務
を
、
裁
判
所
は

（
判
決
の
第
一
要
旨
に
お
い
て
）
以
下
の
よ
う
に
具
体
化
し
て
い
る
。

「
各
々
が
負
う
法
令
遵
守
義
務
の
範
囲
で
、
取
締
役
は
、
外
国
公
務

員
、
あ
る
い
は
外
国
の
私
人
に
対
し
て
違
法
な
金
銭
支
払
い
が
行
わ

れ
る
な
ど
の
法
令
違
反
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
企
業
を
構
成
し
、

管
理
す
る
よ
う
配
慮
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
取
締
役
は
、
危
険

の
態
様
に
即
し
た
形
で
損
害
の
予
防
と
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
関
を
設
立
し
た
場
合
の
み
、
機
関
設
立
義
務
を
果

た
し
た
と
い
え
る
。
個
別
具
体
的
に
ど
の
範
囲
ま
で
か
に
つ
い
て
は
、

企
業
の
種
類
、
規
模
そ
し
て
組
織
、
関
連
す
る
諸
規
定
、
設
立
場
所
、
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そ
し
て
過
去
の
諸
事
例
が
重
要
な
判
断
要
素
に
な
る
。」

　

被
告
が
組
織
構
成
義
務
に
違
反
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
原
告
に
よ
っ
て
十
分
に
証
明
さ
れ
た
と
さ
れ
た）（（
（

。
株
式

法
九
三
条
二
項
第
二
文
に
お
い
て
被
告
人
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
、

被
告
人
が
義
務
違
反
を
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
証
拠
の
提
出
は
な

か
っ
た
の
で
あ
り）（（
（

、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
責
任
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
し
た
組
織
的
な
権
限
委
譲
が
な
さ
れ
た
」
わ
け
で
は
な
く
、

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
準
則
の
監
督
が
委
任
さ
れ
た
社
員
に
対
し
て
、

違
反
か
ら
生
じ
る
帰
結
を
阻
止
す
る
た
め
の
十
分
な
権
能
」
が
与
え

ら
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い）（（
（

。「
有
効
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
制
度

を
創
設
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
と
い
う
義
務
」
は
、「
法
令
違

反
回
避
の
た
め
に
有
効
な
制
度
を
構
築
す
べ
き
」
任
務
を
担
う
、
原

告
会
社
の
取
締
役
の
一
人
で
あ
る
被
告
が
負
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る）（（
（

。

　

被
告
は
「
営
業
部
門
指
導
部
構
成
員
に
対
し
て
何
も
命
令
権
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
（
訳
者
注
：
ジ
ー
メ
ン
ス
社
に
お
い
て
は
、
全
体

を
統
括
す
る
全
体
取
締
役
会
の
下
に
、
各
種
の
部
門
が
あ
り
、
各
部

門
の
指
導
部
（
こ
の
場
合
に
もV

orstand

の
用
語
が
用
い
ら
れ

る
）
が
置
か
れ
て
い
た
）」
と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
こ
れ
は
ま
さ
に
、「
有
効
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
制
度
の
欠

如
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る）（（
（

。「
取
締
役
会
は
彼
の
提
案

に
従
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
主
張
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。

た
し
か
に
、
取
締
役
会
の
決
定
内
容
に
反
対
し
た
取
締
役
も
、
そ
の

議
決
に
忠
実
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
は
議
決

が
合
法
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
当
該

取
締
役
は
、
異
を
唱
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
監
査
委
員
会
を
介
入

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
が
、「
被
告
人
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

し
な
か
っ
た）（（
（

」。

　

そ
の
点
に
お
い
て
は
、
民
法
二
七
六
条
に
お
け
る
軽
過
失
で
十
分

で
あ
る
。
民
法
二
七
六
条
に
よ
れ
ば
注
意
義
務
は
客
観
的
判
断
に
よ

る
が
、
こ
の
基
準
に
従
え
ば
、
実
際
に
採
ら
れ
た
措
置
は
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
制
度
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
に
は
十
分
で
は
な
か
っ
た）（（
（

。

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
の
概
念
が
、
本
件
が
発
生
し
た
頃
は
、
ま

だ
十
分
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
と
の
主
張
も
認
め
ら
れ
な
い
。
概
念

が
定
着
し
て
い
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、「
取
締
役
会
は
、
会
社

と
そ
の
従
業
員
が
遵
守
す
べ
き
」
法
的
準
則
が
実
際
に
守
ら
れ
て
い

る
か
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
に
お
い
て

も
妥
当
す
べ
き
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
か
ら
で
あ
る）（（
（

。

　

被
告
に
対
す
る
（
刑
事
訴
訟
法
一
七
〇
条
第
二
項
、
あ
る
い
は
一

五
三
ａ
条
に
よ
る
）
捜
査
手
続
き
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

被
告
の
責
任
は
減
じ
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
被
告
は
背

任
幇
助
の
嫌
疑
で
捜
査
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
罪
は
故
意
を
前
提

と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
株
式
法
九
三
条
二
項
第
一
文
に
基
づ
く
請
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求
権
は
、
軽
過
失
で
足
り
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
民
事

裁
判
所
は
、
検
察
官
に
よ
る
、
法
的
理
由
に
基
づ
く
刑
事
手
続
き
打

切
り
の
決
定
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る）（（
（

（
訳
者
注
：
ノ
イ

ビ
ュ
ル
ガ
ー
に
対
す
る
刑
事
手
続
き
は
打
ち
切
ら
れ
て
い
た
）。

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
の
判
決
は
、
一
連
の
論
争
を
引
き
起
こ

し
た）（（
（

。「
ド
イ
ツ
の
民
事
裁
判
所
が
、
個
々
人
の
取
締
役
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
責
任
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
明
白
に
言
及
し
た
の
は
初

め
て
で
あ
り
、
重
大
な
帰
結
を
も
た
ら
す
」
も
の
で
あ
っ
た
た
め）（（
（

、

こ
の
判
決
は
、「
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
の
響
き
」
と
名
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
判
決
の
評
価
は
様
々
で
あ
る）（（
（

。
裁
判
所
は
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
責
任
を
あ
ま
り
に
も
厳
格
に
認
め
す
ぎ
た
と
す
る
批
判

も
あ
り）（（
（

、
こ
の
判
決
に
賛
成
し
、
指
導
的
な
判
決
だ
と
す
る
も
の
も

あ
る）（（
（

。

　

少
な
く
と
も
、
本
判
決
は
、
本
件
に
と
ど
ま
ら
ず
、
取
締
役
の
内

部
責
任
ば
か
り
で
な
く
、
監
査
委
員
会
の
内
部
責
任
に
つ
い
て
も
一

定
の
結
論
を
導
く
も
の
で
あ
る
と
だ
け
は
い
え
る）（（
（

。
一
方
、
刑
法
的

な
観
点
か
ら
は
、
財
産
犯
に
お
い
て
は
故
意
が
要
求
さ
れ
る
の
で
、

本
判
決
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
は
な
い）（（
（

が
、「
捜
査
機
関
が
、

こ
の
議
論
を
秩
序
違
反
法
一
三
〇
条
、
三
〇
条
に
転
用
す
る
お
そ

れ
」
は
存
在
す
る
と
す
る
も
の
も
あ
る）（（
（

。

Ⅲ　

民
事
的
な
内
部
責
任
と
刑
法

　

上
述
し
た
刑
事
判
決
と
民
事
判
決
の
関
係
に
関
す
る
議
論
は
、
民

事
上
の
、
内
部
責
任
と
対
外
責
任
の
相
違
と
関
係
し
て
い
る
。
内
部

責
任
、
よ
り
詳
し
く
い
え
ば
、
株
式
法
九
三
条
二
項
第
一
文
に
基
づ

く
、
各
取
締
役
の
、
ジ
ー
メ
ン
ス
株
式
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
義

務
に
言
及
し
た
の
が
、
こ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
の
判
決
な
の

で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
刑
法
的
に
も
非
常
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

１　
「
存
在
を
否
定
す
る
よ
う
な
」
答
責
結
果

　

そ
の
理
由
と
し
て
ま
ず
、
被
告
に
負
わ
せ
ら
れ
た
責
任
の
過
酷
さ

が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
該
株
式
会
社
よ
り
請
求
さ
れ
た
一
五
〇
〇
万

ユ
ー
ロ
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
被
告
が
賠
償
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
損
害
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
被
告

を
経
済
的
に
破
た
ん
さ
せ
か
ね
な
い
金
額
で
あ
る）（（
（

。
こ
の
種
の
、

「
存
在
を
否
定
す
る
よ
う
な
」
答
責
に
つ
い
て
は
刑
法
上
も
問
題
と

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
刑
法
上
、
損
害
結
果
を
帰
責

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
可
罰
性
が
生
じ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
客
観
・
主
観
両
面
に
お
い
て
厳
格
な
要
件
が
要
求
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
厳
格
な
要
件
の
要
求
は
、
お
そ
ら
く
は
刑
罰
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こ
そ
が
、
国
家
秩
序
に
お
い
て
「
最
も
鋭
い
刀
」
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。

　

刑
事
制
裁
）
（（
（

よ
り
も
民
事
上
の
法
的
効
果
が
は
る
か
に
重
く
な
る
場

合
に
お
い
て
は
、
民
法
、
刑
法
の
双
方
が
関
係
す
る
問
題
が
生
じ
る
。

す
な
わ
ち
、
損
害
惹
起
に
対
す
る
答
責
の
公
平
性
・
適
切
性
を
確
保

し
、
時
代
遅
れ
の
結
果
責
任
へ
の
退
行
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）
（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
、
民
事
的
な
債
務
責
任
の

基
本
的
要
件
と
な
る
場
合
も
、
犯
罪
成
立
要
件
と
な
る
場
合
と
同
様
、

事
前
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
本
判
決
が
、
こ
こ
一
〇
年
ほ
ど

に
集
中
的
に
行
わ
れ
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
努
力
に
関
す
る
議
論

と
実
務
に
お
い
て
、
様
々
な
形
で
経
験
的
に
証
明
さ
れ
て
き
た
、

「
結
果
責
任
の
誤
り
」
を
多
く
犯
し
て
い
る
と
い
う
批
判
に
）
（（
（

は
、
刑

法
的
観
点
か
ら
も
賛
成
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
「
非
常
に
高
額
の
損
害
に
つ
い
て
、
責
任
が
非
常
に
軽
く
て
も
、

そ
の
責
任
さ
え
あ
れ
ば
、
全
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の

賠
償
が
被
告
を
経
済
的
に
破
た
ん
さ
せ
、
原
告
は
こ
れ
を
担
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
場
合
で
あ
っ
て
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
、

損
害
法
上
の
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
原
則
）
（（
（

」
に
対
す
る
批
判

に
も
、
賛
成
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

２　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
義
務
の
過
度
の
強
調

　

民
事
的
に
興
味
深
い
ば
か
り
で
な
く
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部

は
、
取
締
役
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
義
務
の
具
体
化
に
も
言
及
し
て

い
る
。

 a）　

ま
ず
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
義
務
は
、
営
業
と
事
業
に
お
け
る

監
視
義
務
違
反
（
秩
序
違
反
法
一
三
〇
条
）
を
理
由
と
し
た
機
関
の

責
任
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
際
、
今
日

す
で
に
認
め
ら
れ
て
い
る
、
秩
序
違
反
法
三
〇
条
一
項
に
お
け
る
企

業
自
体
の
責
任
に
つ
い
て
も
直
接
的
な
影
響
が
及
ぶ
）
（（
（

。
あ
る
株
式
会

社
の
従
業
員
が
、
刑
罰
あ
る
い
は
過
料
と
い
っ
た
制
裁
が
科
さ
れ
て

い
る
、
企
業
所
有
者
に
対
す
る
義
務
違
反
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
機

関
（
な
い
し
機
関
構
成
員
）
は
、
こ
の
義
務
違
反
行
為
を
阻
止
す
る
、

あ
る
い
は
「
著
し
く
困
難
に
す
る
」
た
め
だ
け
で
も
よ
い
か
ら
、
秩

序
違
反
法
一
三
〇
条
一
項
、
九
条
一
項
一
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
監
督
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
怠
っ
た
な
ら
ば
、

責
任
を
負
う
）
（（
（

。
通
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
違
反
行
為
に
は
、
身
分
犯
の

み
な
ら
ず
、
事
業
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
犯
罪
行
為
、
お
よ
び
秩
序

違
反
行
為
が
含
ま
れ
（
例
え
ば
、「
企
業
の
為
に
」
行
わ
れ
た
裏
金

の
支
払
い
な
ど
）、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
違
反
行
為
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
、（
こ
れ
も
通
説
に
よ
れ
ば
）
構
成
要
件
で
は
な
く
、
単
な
る
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客
観
的
処
罰
条
件
で
あ
っ
て
、
秩
序
違
反
法
一
三
〇
条
一
項
に
お
い

て
は
、
故
意
で
な
く
と
も
過
失
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ

ゆ
え
故
意
の
み
な
ら
ず
過
失
に
よ
る
監
督
措
置
の
不
作
為
が
あ
る
だ

け
で
、
構
成
要
件
が
充
足
さ
れ
る
こ
と）（（
（

な
ど
に
か
ん
が
み
て
、
秩
序

違
反
に
対
す
る
過
料
の
構
成
要
件
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
ど
の
監
督

措
置
を
取
締
役
ら
か
ら
命
じ
ら
れ
た
か
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
に
よ
る
、
取

締
役
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
義
務
の
具
体
化
が
非
常
に
重
要
な
意
味

を
持
つ
。
た
し
か
に
、「
保
護
の
方
向
性
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
」
株
式
法
九
三
条
の
よ
う
な
、
会
社
法
上
の
規
定
に
お
け
る
義
務

内
容
の
画
定
は
、「
そ
れ
自
体
と
し
て
」
は
、
秩
序
違
反
法
一
三
〇

条
の
具
体
化
に
は
役
に
立
た
な
い）（（
（

。
企
業
が
所
有
す
る
物
の
窃
盗
や

横
領
な
ど
、
企
業
の
法
益
に
反
す
る
こ
と
の
み
に
向
け
ら
れ
て
い
る

違
反
行
為
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
に
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
種
の
違
反
行
為
を
防
止
す
る
義
務
の
懈
怠
は
、
秩
序
違
反

法
一
三
〇
条
の
範
疇
に
は
な
い）（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
「
企
業
の
た
め

の
」
裏
金
の
支
払
い
は
、
競
争
法
違
反
も
同
様
だ
が
、
第
一
次
的
に

は
他
の
者
の
法
益
を
侵
害
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業
に
関

連
す
る
違
反
行
為
が
問
題
と
な
っ
て
い
る）（（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
違
反
行

為
（
そ
し
て
そ
の
行
為
を
防
止
し
な
か
っ
た
と
い
う
不
作
為
の
義
務

違
反
）
は
、
今
日
の
通
説
の
よ
う
に
、
企
業
の
財
産
を
侵
害
す
る
と

い
う
結
果
を
伴
う
が
故
に
、
単
な
る
秩
序
違
反
を
超
え
て
、
企
業
に

重
た
い
負
担
を
強
い
る
行
為
と
し
て
可
罰
的
と
な
り
（
背
任
）
（（
（

）、
企

業
に
対
し
損
害
賠
償
を
（
例
え
ば
株
式
法
九
三
条
二
項
第
一
文
を
根

拠
と
し
て
）
義
務
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
理
解
し
て
も
同
様

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
実
務
に
お
い
て
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部

が
提
示
し
た
義
務
の
画
定
に
関
す
る
指
導
原
理
に
従
っ
て
、
秩
序
違

反
法
一
三
〇
条
違
反
の
捜
査
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
し
、

こ
れ
に
基
本
的
に
異
議
を
唱
え
る
べ
き
で
は
な
い）（（
（

。

 b）　

第
二
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
が
行
っ
た
、
取
締
役
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
義
務
の
画
定
も
ま
た
、
刑
法
上
、
よ
り
詳
し
く
い

え
ば
刑
法
二
六
六
条
の
機
関
背
任
の
規
定
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

取
締
役
に
は
、
株
式
会
社
に
対
す
る
財
産
管
理
義
務
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
義
務
に
違
反
し
て
会
社
に
損
害
を
与
え
た
な
ら
ば）（（
（

、
背
任
が
問

題
と
な
る
。
た
し
か
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
背
任
の
成
立
に
は
故

意
が
必
要
で
あ
る）（（
（

が
、
条
件
付
き
故
意
で
も
足
り
る）（（
（

。
背
任
の
故
意

に
つ
い
て
、
実
務
上
適
切
な
制
約
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
第
二
刑
事

部
の
見
解
に
対
し
て
も
様
々
な
観
点
に
お
い
て
意
見
の
一
致
を
み
て

い
な
い
こ
と
に
か
ん
が
み
る
と）（（
（

、
故
意
の
要
請
に
よ
る
可
罰
性
の
限

定
が
充
分
に
機
能
す
る
こ
と
は
期
待
し
が
た
い
。
決
定
的
に
重
要
な
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の
は
む
し
ろ
、
背
任
に
お
い
て
も
客
観
的
構
成
要
件
、
ひ
い
て
は
義

務
違
反
の
場
面
に
お
い
て
適
切
な
制
約
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　

機
関
背
任
に
お
け
る
義
務
違
反
の
具
体
化
に
つ
い
て
の
本
判
決
の

意
義
は
、
裁
判
所
が
求
め
た
株
式
法
九
三
条
二
項
第
一
文
の
義
務
違

反
に
つ
い
て
の
挙
証
は
、
明
ら
か
に
、
刑
法
二
六
六
条
の
義
務
違
反

の
挙
証
の
要
請
の
背
後
に
後
退
し
て
い
る
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る）（（
（

。

特
に
、
株
式
法
九
三
条
二
項
第
二
文
の
挙
証
責
任
の
転
換
は
）
（（
（

、
刑
法

で
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
裁
判
所
が
定
立
し
た
取
締
役
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
義
務
の
実
体
法
的
な
具
体
化
が
、
刑
法
上
重
要
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
留
意
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
義

務
の
具
体
化
の
基
準
に
従
っ
て
刑
法
的
な
義
務
を
画
定
す
る
と
い
う

傾
向
は
、
刑
事
司
法
の
み
な
ら
ず
、
民
事
司
法
に
お
い
て
も
み
ら
れ

る
こ
と
で
あ
り
、
一
概
に
批
判
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い）（（
（

。

　

も
っ
と
も
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
ま
さ
に
機
関
背
任
に
つ
い
て
、

刑
法
二
六
六
条
を
充
足
す
る
た
め
に
は
会
社
法
上
の
義
務
で
は
十
分

で
は
な
く
、
重
大
な
義
務
違
反
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
判
決
を
い
く

つ
か
出
し
て
い
る）（（
（

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
こ
れ
に
賛
成
し
て
い
る
が）（（
（

、

刑
事
司
法
に
お
い
て
は
、
決
し
て
確
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
学
説

で
は
争
わ
れ
て
い
る）（（
（

。
刑
事
実
務
が
将
来
的
に
機
関
背
任
の
疑
い
が

あ
る
事
例
に
つ
い
て
義
務
違
反
を
規
定
す
る
際
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁

第
一
部
の
決
定
に
依
拠
す
る
こ
と
は
、
実
務
的
に
当
然
で
あ
り
、
学

説
的
に
も
当
然
に
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に

は
賛
成
で
き
な
い
。

 c）　

な
ぜ
な
ら
ば
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ

た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
要
請
は
、
刑
法
的
観
点
か
ら
（
そ
し
て
秩

序
違
反
法
一
三
〇
条
の
観
点
か
ら
）
み
る
と
、
取
締
役
の
義
務
違
反

の
内
容
と
し
て
適
切
な
範
囲
を
明
ら
か
に
超
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

会
社
法
理
論
に
お
い
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
理
論
的
に
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
た
と
し
て
も
こ
の
問
題
は
生
じ
る）（（
（

。
そ
し
て
、
取
締
役

の
株
式
会
社
に
対
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
義
務
）
（（
（

ば
か
り
で
な
く
、

第
三
者
に
対
す
る
、
同
様
の
義
務
）
（（
（

に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。

　

 aa）　

注
目
に
値
す
る
の
は
、
自
社
内
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
関

を
創
設
し
、
様
々
な
権
限
を
持
た
せ
、
従
業
員
の
監
督
の
た
め
に
明

確
な
手
続
き
規
定
を
定
め
さ
せ
る
と
い
う
義
務
は
、
法
遵
守
と
規
律

違
反
に
対
す
る
制
裁
か
ら
成
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
数
年
前
ま
で

は
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
自
明
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
が）（（
（

、

今
日
に
お
い
て
は
、
企
業
経
営
の
実
態
と
法
解
釈
は
、
こ
れ
に
沿
う

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ー
メ
ン
ス
株
式
会
社
の
よ
う
な
、
世
界
的

企
業
で
あ
っ
て
、
特
に
腐
敗
が
行
わ
れ
や
す
い
部
門
や
地
域
で
活
動

し
て
い
る
大
企
業
）
（（
（

に
つ
い
て
も
、
こ
の
こ
と
は
、
妥
当
す
る）（（
（

。
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 bb）　

し
か
し
な
が
ら
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
が
、
取
締
役
ら

に
、
法
に
よ
り
詳
細
に
定
め
ら
れ
た
諸
規
定
に
基
づ
き
、
規
範
遵
守

を
ど
の
程
度
ま
で
組
織
的
に
担
保
す
べ
き
か
に
つ
い
て
ま
で
言
及
し

た
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る）（（
（

。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

命
令
権
の
他
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
権
限
が
、
必
然
的
に
取
締

役
会
全
体
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
（
義
務
一
）
（（
（

）。
こ
こ
に
お
い
て

は
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
責
任
を
、
組
織
的
に
は
っ
き
り
と
権
限

づ
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
」（
義
務
二
）
（（
（

）。
さ
ら
に
、「
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
準
則
の
監
督
を
担
う
個
々
人
に
、
違
反
か
ら
生
じ
る
結

果
を
阻
止
す
る
た
め
に
充
分
な
権
能
が
与
え
ら
れ
」
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
義
務
三
）
（（
（

）。
そ
の
際
、
権
限
あ
る
個
々
人
が
、
権
限
を
有
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
に
な
ろ
う
（
義
務
四
）
（（（
（

）。

　
「
有
効
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
築
く
」
と
い
う
義
務
の
他
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
に
よ
れ
ば
、
取
締
役
に
は
、「
そ
の
効
果

を
検
証
す
る
義
務
」
が
生
じ
て
い
る
（
義
務
五
）
（（（
（

）。
取
締
役
会
は
、

し
た
が
っ
て
、「
規
律
的
な
措
置
を
講
じ
る
た
め
に
必
要
な
権
能
に

つ
い
て
の
報
告
リ
ス
ト
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
義
務

六
）
（（（
（

）。「
同
様
に
、
全
体
取
締
役
会
と
被
告
人
に
対
し
、
個
々
の
事
例

に
お
い
て
知
ら
れ
た
事
案
に
つ
い
て
時
系
列
に
沿
っ
て
包
括
的
に
報

告
す
る
義
務
が
生
じ
る
。」（
義
務
七
）
（（（
（

）。
そ
れ
ゆ
え
、
取
締
役
に
は
、

以
下
の
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。「
内
部
調
査
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
か
、
従
業
員
ら
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
対
応
が
取
ら
れ
た
か
、
そ
し
て
特
に
、
そ
の
背
後
に
あ
る
制
度

に
よ
っ
て
対
策
が
為
さ
れ
て
い
る
か
、
な
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
ど

の
よ
う
に
か
、
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。」（
義
務
八
）
（（（
（

）。

　

例
え
ば
本
件
（
ジ
ー
メ
ン
ス
／
ノ
イ
ビ
ュ
ル
ガ
ー
事
件
）
に
即
し

て
い
え
ば
（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
公
務
員
の
収
賄
）、
被
告
は
、
明
ら
か

に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
関
連
す
る
諸
契
約
に
つ
い
て
は
、
検
証
を
行
う

こ
と
を
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
義
務
九
）
（（（
（

）。
さ
ら
に
、

第
三
者
と
の
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
す
べ
て
を
中
央
で
把
握
す

る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
（
義
務
一
〇
）
（（（
（

）。
最
後
に
、
被
告
は
、

各
対
策
が
「
遅
滞
な
く
実
現
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（
義
務
一
一
）
（（（
（

）。

　

二
〇
一
三
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
が
行
っ
た
よ
う
に
、
ド

イ
ツ
の
裁
判
所
が
こ
の
よ
う
に
個
人
の
責
任
ま
で
左
右
す
る
よ
う
な

義
務
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
立
す
る
こ
と
は
、
過
去
数
十
年
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
議
論
）
（（（
（

な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
判
決
は
、
こ
の
議
論
を
通
じ
て
新
し
い
概
念
を
導
入
す
る
の
み

な
ら
ず
、
帰
責
の
厳
格
化
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る）（（（
（

。

被
告
人
の
行
為
は
、
行
為
時
に
使
わ
れ
て
い
た
基
準
よ
り
も
厳
格
な
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基
準
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り）（（（
（

、
そ
の
点
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一

部
の
判
断
は
、
間
違
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が）（（（
（

、
問
題
を
残
す
も

の
で
あ
る
。

　

同
様
の
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
判
決
に
お
い
て
批
判
さ
れ
た
、

「
結
果
責
任
の
誤
り
」
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。「
結
果
責
任
の
誤

り
」
は
論
理
的
に
し
っ
か
り
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
間
違
い
は
個
々
の
事
案
の
検
討
の
段
階
で
は
な
く
、
原
則
の
適

用
場
面
で
犯
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る）（（（
（

。
し
か
し
、
裁
判
所
が
こ
の

誤
り
に
陥
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
事
情
は
多
く
存
在
す
る
。
被
告

が
採
っ
た
も
の
も
含
め
、
取
締
役
会
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対

策
は
充
分
で
な
か
っ
た
と
、
後
か
ら
言
う
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。

「
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
関
連
す
る
す
べ
て
の
契
約
の
検
証
」
や
、「
第
三

者
と
の
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
す
べ
て
を
中
央
で
把
握
す
る
こ

と
）
（（（
（

」
と
い
っ
た
具
体
的
な
措
置
も
、
事
後
的
に
み
れ
ば
た
し
か
に
、

規
範
違
反
を
発
見
し
、
防
止
す
る
の
に
合
目
的
的
で
あ
っ
た
と
は
い

え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
多
数
の
課
題
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
を

も
含
む
他
国
で
の
様
々
な
部
門
で
の
裏
金
の
支
払
い
、
独
禁
法
違
反

な
ど
の
他
の
法
令
違
反
）
や
、
今
日
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る

文
献
で
議
論
さ
れ
て
い
る
制
度
す
べ
て
が
規
範
違
反
の
発
見
と
防
止

に
役
立
っ
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
（
な
ぜ
内
部
告
発
者
用
の
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
用
意
し
な
か
っ
た
か
、
な
ぜ
問
題
点
の
指
摘
や
改
善
提

案
を
し
た
者
に
対
し
て
特
別
の
褒
賞
を
与
え
な
か
っ
た
か
な
ど
）。

　

し
か
し
、
取
締
役
会
が
）
（（（
（

、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

問
題
に
集
中
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
は
、
経

営
指
導
上
の
他
の
業
務
も
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
過
剰
な
要

求
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
事
前
的
に
み
れ
ば
、
裁
判
所
が
採
ら

な
か
っ
た
と
し
て
被
告
人
の
責
任
を
認
め
て
い
る
諸
措
置
が
、
な
ぜ

義
務
か
ら
生
じ
て
く
る
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
被
告
が

一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
間
に
直
面
し
た
、
ジ
ー
メ
ン

ス
株
式
会
社
の
深
刻
か
つ
複
雑
な
状
況
に
照
ら
す
と
、
こ
の
責
任
非

難
が
正
当
で
あ
る
か
は
、
疑
問
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
将
来
的
な
観
点
か
ら
し
て
も
、
裁
判
所
は
、

取
締
役
会
の
決
定
裁
量
を
著
し
く
狭
め
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
）
（（（
（

。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
権
限
が
取
締
役
会
に
お
い
て
創
設
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
（
義
務
一
）、
そ
し
て
包
括
的
・

継
続
的
に
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
（
義
務
七
）

が
、
す
べ
て
の
株
式
会
社
に
当
て
は
ま
る
と
は
と
て
も
い
え
な
い）（（（
（

。

ジ
ー
メ
ン
ス
株
式
会
社
の
よ
う
な
大
企
業
に
限
っ
た
と
し
て
も
、
問

題
が
あ
る）（（（
（

。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
権
能
を
、
取
締
役
会
の
下
部
組

織
に
移
管
す
る
こ
と
が
な
ぜ
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
？　

権
限

を
移
管
し
た
と
し
て
も
、
権
限
移
譲
先
の
選
任
、
構
成
、
そ
し
て
監

督
に
お
い
て
取
締
役
会
の
責
任
は
、
当
然
限
定
さ
れ
た
形
で
は
あ
る
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が
、
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
管
理
の
業
務
は
、
制
裁
を
科
し
う
る
権
限
と

結
び
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
（
義
務
三
）
は
、

た
し
か
に
組
織
の
あ
り
方
の
一
つ
の
方
法
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
ぜ
、

そ
の
よ
う
な
方
法
に
制
約
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

検
察
官
組
織
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
捜
査
と
制
裁
の
組
織
を
分
け

る
こ
と
に
は
充
分
な
理
由
が
あ
る
。
刑
事
訴
追
の
業
務
が
企
業
に
ま

で
課
さ
れ
る
の
だ
と
し
た
ら）（（（
（

、
同
じ
よ
う
に
捜
査
と
制
裁
の
組
織
を

分
け
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

通
説
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
に
お
い
て
認

め
ら
れ
て
い
る
、
事
業
に
関
連
す
る
違
反
行
為
が
な
さ
れ
た
場
合
の
、

企
業
の
制
裁
の
義
務
（
義
務
四
）
の
要
求
も
同
様
に
、
刑
法
的
観
点

か
ら
は
驚
く
べ
き
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
刑
事
政
策
的
に
は
、

「
ゼ
ロ
・
ト
レ
ラ
ン
ス）（（（
（

」
の
原
則
に
、
刑
事
訴
訟
法
的
に
は
起
訴
法

定
主
義
）
（（（
（

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
原
則
は
非
常
に
争
わ
れ

て
い
る
ば
か
り
か
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
流
の
多
元
主
義
的
な
特

殊
性
が
濃
厚
な
刑
事
政
策
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
参
考
に

値
し
な
い
と
広
く
考
え
ら
れ
て
い
る）（（（
（

。
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
に
お
け

る
起
訴
法
定
主
義
は
、
比
較
的
軽
微
、
あ
る
い
は
中
程
度
の
犯
罪
に

つ
い
て
は
広
く
例
外
が
あ
り）（（（
（

、
そ
れ
ら
の
犯
罪
に
お
い
て
は
廃
止
さ

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う）（（（
（

。
特
に
経
済
的
理
由
か
ら
、
刑
罰
に
よ
る
威

嚇
を
大
幅
に
放
棄
し
て
い
る
国
家
が
、
企
業
に
対
し
て
は）（（（
（

、
営
業
に

関
係
す
る
違
反
行
為
に
対
す
る
威
嚇
を
厳
し
く
要
求
す
る
の
は
（
そ

し
て
制
裁
の
選
択
と
し
て
量
刑
し
か
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
）、
根
拠
づ
け
が
困
難
で
あ
る
と
い
え
る
。

　　

 cc）　

そ
も
そ
も
そ
の
出
発
点
か
ら
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
の
は
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
の
以
下
の
様
な
見
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

取
締
役
は
「
企
業
を
、
外
国
公
務
員
、
あ
る
い
は
外
国
の
私
人
に
対

す
る
裏
金
の
支
払
い
の
よ
う
な
違
法
行
為
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
構
成
し
、
監
督
す
る
よ
う
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

前
提
で
あ
る）（（（
（

。
こ
の
「
留
意
す
る
」
と
い
う
概
念
を
結
果
と
関
連
づ

け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
取
締
役
ら
に
対
し
、
企
業
内
に

お
い
て
事
業
に
関
連
す
る
規
範
違
反
が
現
実
に
結
果
と
し
て
生
じ
な

い
よ
う
に
す
る
義
務
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
充
足

不
可
能
な
要
求
に
他
な
ら
な
い
。
企
業
規
模
が
あ
る
程
度
の
大
き
さ

に
な
れ
ば
、
そ
の
種
の
違
反
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
関
が
な
け
れ

ば
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
せ
い
ぜ
い
、
取
締
役
ら
に
対

し
、
事
業
に
関
連
す
る
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
可
能
な
こ

と
す
べ
て
を
行
え
と
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
過
大
な
要
求
と
い
え
よ
う
。
コ
ス
ト

を
度
外
視
し
て
、
可
能
な
こ
と
す
べ
て
を
盛
り
込
み
す
ぎ
て
い
る
の
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で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
考
え
て
み
て
ほ
し
い
、
財
政
的
、
そ
し

て
規
範
的
な
理
由
か
ら
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
適
う
で
あ
ろ
う
こ

と
す
べ
て
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る）（（（
（

。
取
締
役
に
対
し
て

は
、
事
業
に
関
連
す
る
法
規
違
反
を
阻
止
す
る
対
策
の
う
ち
、
コ
ス

ト
や
反
対
の
規
範
的
観
点
、
例
え
ば
従
業
員
の
権
利
の
保
護
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
の
み
を
義
務
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
企
業
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
努
力
の
実
現
化
に
お
い
て
は
（
も
）、
大
き
な
裁
量
が
あ

る
、
あ
る
い
は
裁
量
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
裁
量
は
、（
株
式
会
社
に
お
い
て
は
）
裁
判
所
に
で
は
な
く
、

取
締
役
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
業
に
関
連
づ

け
ら
れ
て
定
立
さ
れ
た
規
範
に
対
す
る
違
反
行
為
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
、
当
該
企
業
に
お
い
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
が
あ
る
こ
と

を
推
測
さ
せ
る
と
い
う
思
考
が
、
い
か
に
誤
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
配
慮
は
、
一
見
些
細
な
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

は
そ
う
で
な
い
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
は
、
そ
の
判
決
文
の
冒

頭
で
、
誤
解
を
招
く
定
式
化
を
行
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
判
決
の
理

由
に
お
い
て
、
何
度
も
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
を
怠
る
と
い
う

義
務
違
反
を
、
法
規
違
反
行
為
の
発
生
自
体
か
ら
導
い
て
お
り
、

「
規
範
違
反
を
何
度
も
犯
す
こ
と
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
国
外
で

の
汚
職
に
関
し
て
重
大
な
疑
義
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
制
度
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る）（（（
（

」
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
結
果
に
着
目
し
て
義
務
を
規
定
す
る
と
、

具
体
的
な
あ
て
は
め
の
段
階
に
お
い
て
必
ず
「
結
果
責
任
の
誤
り
」

が
織
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
将
来
に
も
同
じ
誤
り
が
犯
さ
れ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

 dd）　

取
締
役
が
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
組
織
の
改
善
提
言
を
、

他
の
取
締
役
に
実
際
上
、
強
く
主
張
し
て
押
し
通
す
こ
と
が
な
か
っ

た
」
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
の
見
解
に

よ
れ
ば
、「
そ
れ
に
対
応
し
た
反
対
提
案
を
同
僚
に
対
し
発
議
す
る

か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
監
査
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
）
（（（
（

」。「
し
ば
し
ば
実
務
家
か
ら
非
現
実
的
と
評
さ
れ
、
し
か
し
学
界

で
は
流
行
り
の
こ
の
テ
ー
マ）（（（
（

」
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
行
き
過
ぎ
で

あ
る
。
た
し
か
に
裁
判
所
は
、「
賛
成
し
た
取
締
役
に
つ
い
て
は
、

取
締
役
会
の
決
定
を
実
行
に
移
す
こ
と
に
忠
実
に
協
力
し
な
け
れ

ば
」
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
こ
と
は
、「
法

規
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
に
は
妥
当
し
え
な
い）（（（
（

」
と
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
公
平
な
帰
責
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
は
何
で
あ
る

の
か
を
考
慮
す
る
際
に
は）（（（
（

、
一
九
九
八
年
に
な
っ
て
初
め
て
常
勤
取

締
役
に
就
任
し
た
被
告
人
が
、
裁
判
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
立
場
に
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置
か
れ
て
い
る
か
、
裁
判
所
は
も
っ
と
よ
く
理
解
す
べ
き
で
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
他
方
に
お
い
て
、
監
査
委
員
会
の
通
常
の
構

成
員
は
す
で
に
も
っ
と
長
く
職
務
に
就
い
て
お
り
、
彼
ら
が
少
な
く

と
も
不
正
が
あ
る
（
あ
っ
た
）
か
を
知
っ
て
い
た
は
ず
な
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
取
締
役
会
の
決
定
が
「
法
規
に
適
合
し
て
い
な

い
場
合
」
に
お
い
て
、
賛
成
者
に
対
す
る
協
力
義
務
以
上
に
、
反
対

案
提
言
義
務
、
場
合
に
よ
っ
て
は
監
査
委
員
会
の
招
集
義
務
ま
で
要

求
す
る
こ
と
は
、
当
初
の
目
的
を
大
幅
に
超
え
る
こ
と
に
な
る
。
な

ぜ
な
ら
、
決
定
が
法
規
に
適
合
し
て
い
る
か
は
、
法
律
上
の
準
則
が

不
明
確
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
（
ま
た
必
然
的
に
不
明
確
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
）、
業
務
執
行
者
の
注
意
義
務
（
株

式
法
九
三
条
一
号
第
一
文
）
の
内
容
に
つ
い
て
の
判
断
と
同
様
、
し

ば
し
ば
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
に

か
け
て
被
告
人
が
行
っ
て
き
た
、（
裁
判
所
に
よ
れ
ば
不
十
分
と
さ

れ
た
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
努
力
が
示
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

本
件
で
想
定
可
能
な
疑
義
あ
る
事
例
す
べ
て
に
つ
い
て
、
反
対
決
議

に
賛
成
し
、
必
要
な
場
合
が
あ
れ
ば
監
査
委
員
会
の
招
集
を
認
め
る

よ
う
、
取
締
役
に
義
務
づ
け
る
こ
と
は
、
現
実
的
で
も
、
合
理
的
で

も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
種
の
義
務
は
む
し
ろ
、（
取
締
役
会
の
決
定
に
忠
実
に
協
力

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
）
原
則
を
守
り
、
こ
の
原
則
は
例
外
的
に
し

か
制
限
さ
れ
な
い）（（（
（

と
い
う
要
求
と
結
び
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
刑
事
的
な
製
造
責
任
の
文
献
を
参
照
し
て
も
、
監

査
委
員
会
に
問
題
提
起
す
る
義
務
は
、
例
え
ば
明
ら
か
に
誤
っ
た
取

締
役
会
の
決
定
に
よ
り
、
消
費
者
の
重
大
な
健
康
侵
害
、
あ
る
い
は

死
亡
結
果
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
、
例
外
的
な
場
合
に
し
か

認
め
ら
れ
て
い
な
い）（（（
（

。「
明
ら
か
に
誤
っ
た
」
決
定
は
、
取
締
役
が

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
問
題
に
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　　

本
稿
は
、N

eue Zeitschrift für W
irtschafts-, Steuer- und 

U
nternehm

ensstrafrecht

の
二
〇
一
五
年
五
月
号
に
続
く
。

（
1
）　

本
稿
はK

uhlem
, C

om
plianze y D

erecho penal en 
A

lem
ania, in: M

ir Puig/Corcoy Bidasolo/Góm
ez M

artin 
(directores), Responsibilidad de la Em

presa y Com
pliance, 

2014, 89 ff.

に
続
く
も
の
で
あ
る
。

（
2
）　

例
え
ばA

chenbach FS Im
m

e Roxin, 2012, 3 (11)

。

（
3
）　

民
事
・
刑
事
に
お
け
る
製
造
物
責
任
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
、K

uhlen, Fragen einer strafrechtlichen Produkt-
haftung, 1989 (Fragen), 1 ff. 

で
述
べ
た
。
存
在
を
否
定
す
る
よ

う
な
過
酷
な
不
法
行
為
責
任
に
対
し
、
刑
法
的
観
点
か
ら
限
界
を
設
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定
す
る
試
み
と
し
て
、K

uhlen JZ 1990, 273 ff.

。

（
4
）　Eser, Die strafrechtlichen Sanktionen gegen das Eigentum

, 
1969, 116; K

uhlen JZ 1990, 273 (275).
（
5
）　BGH

St 52, 323 Rn. 41. 

本
件
に
つ
い
て
はK

uhlen, straf-
recht liche H

aftung von Führungskräften in: M
aschm

ann 
(H

rsg.), Corporate Com
pliance und A

rbeitsrecht, 2009, 11 
(H

aftung)
。

（
6
）　

こ
の
点
に
つ
きPrittw

itz, Die Rechtsstellung – insbesondere 
Garantenstellung – von Com

pliance-Beauftragten, in: 
K

uhlen/K
udlich/O

rtiz de U
rbina (H

rsg.), Com
pliance und 

Strafrecht, 2012, 125 ff.; Zim
m

erm
ann, Strafbarkeitsrisiken 

durch Com
pliance, 2014 (Strafbarkeitsrisiken), 27 ff., 171 

ff.

参
照
。
こ
れ
に
対
しBachm

ann ZIP 2014, 579 (583), (Siem
ens 

/N
eubürger-U

rteil des LG M
ünchen I vom

 10.12.2013)

。

（
7
）　BGH

St 54, 44 Rn. 27. 

こ
の
判
決
は
、
学
説
に
お
い
て
様
々

な
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。Rotsch FS Im

m
e Roxin, 2012, 

485

は
、（
注
1
に
お
い
て
）
六
五
も
の
学
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
8
）　BGH

St 54, 44 Rn. 22 ff. 

裁
判
所
の
よ
う
に
不
作
為
に
よ
る

幇
助
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
受
任
者
を
正
犯

と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

Ransiek A
G 2010, 147 (152)

、
お
よ
び
よ
り
詳
し
く
は
、

Berm
ejo/Palerm

o, D
ie strafrechtliche V

erantw
ortung 

des Com
pliance-O

fficers w
egen Beteiligung an einer 

Straftat, in: K
uhlen/K

udlich/O
rtiz de U

rbina (H
rsg.), 

Com
pliance und Strafrecht, 2012, 137 ff.

を
参
照
の
こ
と
。

（
9
）　BGH

St 54, 44 Rn. 27.

（
10
）　

こ
の
議
論
に
関
し
て
、
詳
し
く
はSpring GA

 2010, 222; 
W

arnecke N
StZ 2010, 312

を
参
照
。

（
11
）　

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
特
別
な
構
成
要
件
に
つ
い
て
は
、
分
裂

し
た
作
用
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
論
者
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
特
別

な
構
成
要
件
の
中
に
は
、
軍
刑
法
四
一
条
も
含
ま
れ
る
。

（
12
）　

詳
し
く
は
、Ransiek A

G 2010, 147 ff.; Rönnau/Schneider 
ZIP 2010, 53 ff.; Schneider/Gottschaldt ZIS 2011, 573 ff.

を

参
照
の
こ
と
。

（
13
）　

こ
の
点
に
関
し
て
、Silva Sánchez, A

ufsichtspflichten und 
Com

pliance in U
nternehm

en, in: K
uhlen/K

udlich/O
rtiz 

de U
rbina, C

om
pliance und Strafrecht, 2012, 71 ff.; 

Zim
m

erm
ann, Strafbarkeitsrisiken, 140 ff.

。

（
14
）　

例
え
ば
、Rönnau/Schneider ZIP 2010, 53 (58 ff.); Rieble 

CCZ 2010, 1 (4)

を
参
照
。

（
15
）　

例
え
ば
、Rieble CCZ 2010, 1

を
参
照
。

（
16
）　BGH

 JR 2012, 303

（
ロ
ク
シ
ン
の
評
釈
あ
り
）。
そ
の
ほ
か

の
評
釈
と
し
て
、Bülte N

ZW
iSt 2012, 176; Grützner BB 

2012, 151; Jäger JA
 2012, 392; K

indler GW
R 2012, 48; 

K
udlich H

R
R

S 2012, 177; K
uhn w

istra 2012, 297; 
M

ansdörfer/T
rüg StV

 2012, 432; Poguntke CCZ 2012, 
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158; Schlösser N
ZW

iSt 2012, 281; Schram
m

 JZ 2012, 969; 
W

agner ZJS 2012, 704

。
こ
れ
ら
諸
見
解
を
ま
と
め
た
、
最
近
の

業
績
と
し
て
、Schall FS K

ühl, 2014, 417

。

（
17
）　

そ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
す
る
も
の
と
し
て
、Roxin JR 2012, 

305

。

（
18
）　BGH

 JR 2012, 303 Rn. 13.

（
19
）　BGH

 JR 2012, 303 Rn. 13.

（
20
）　BGH

 JR 2012, 303 Rn. 15.

（
21
）　K

uhn w
istra 2012, 297 ff.; Schram

m
 JZ 2012, 969 (971 

f.); Schall FS K
ühl, 2014, 417 (428 ff.)

も
反
対
。
も
っ
と
も
、

注
16
で
掲
げ
た
他
の
評
釈
者
は
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
断
に
賛
成
し

て
い
る
。

（
22
）　Schram

m
 JZ 2012, 969 ff.

参
照
。

（
23
）　

こ
の
点
に
つ
き
、Fischer StraFo 2010, 329 (335 f.)

。

（
24
）　BGH

St 37, 106.

（
25
）　

こ
の
点
、D

annecker/D
annecker JZ 2010, 981 (984 f.); 

R
önnau/Schneider ZIP 2010, 53 (57); C

. D
annecker 

N
ZW

iSt 2012, 441 (445)

は
正
し
い
。

（
26
）　BGH

St 37, 106 (113 f.).

（
27
）　

詳
し
く
は
（
こ
れ
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
）、K

uhlen 
B

G
H

-F
G

, 2000, 647 (663 ff.); ders., Strafrechtliche 
Produkthaftung, in: A

chenbach/R
ansiek (H

rsg.), 
H

andbuch W
irtschaftsstrafrecht, 3. A

ufl. 2012, S. 79 

(Produkthaftung), Rn. 20 ff.

。

（
28
）　

こ
こ
で
の
、
刑
事
判
例
に
お
け
る
事
業
主
責
任
と
（
圧
倒
的
多

数
の
）
機
関
の
対
外
責
任
に
関
す
る
民
事
判
決
の
理
論
上
の
基
本
的

な
違
い
に
つ
い
て
は
、C. D

annecker N
ZW

iSt 2012, 441 (445 
ff.)

が
的
確
に
分
析
し
て
い
る
。

（
29
）　Schm

idt-Salzer NJW
 1996, 1 (2 f.); Kuhlen, Produkthaftung 

Rn. 21.

（
30
）　C. D

annecker N
ZW

iSt 2012, 441 (446).

（
31
）　

よ
り
詳
し
く
は
、K

uhlen, Produkthaftung Rn. 32 ff.

。

（
32
）　Ransiek A

G 2010, 147 (151).

（
33
）　C. D

annecker N
ZW

iSt 2012, 441 (446).

（
34
）　K

uhlen BGH
-FG, 2000, 647 (665 f).

（
35
）　H

assem
er FS Lenckner, 1998, 97 (111).

（
36
）　B

G
H

 w
istra 2012, 380. 

判
例
評
釈
と
し
て
、B

öttcher 
ZW

H
 2012, 411 f.; C. D

annecker N
ZW

iSt 2012, 443; Jacobi 
N

J 2012, 432 f.; K
ärcher IBR 2012, 612; Lücke LM

K
 2012, 

340095; Paefgen/Causevic BGH
 EW

iR 

§ 43 Gm
bH

G 2/12, 
597; Schirm

er N
JW

 2012, 3398; Schw
etlik Gm

bH
-StB 

2012, 335; Grützner/Behr D
B 2013, 561

。 
（
37
）　O

LG M
ünchen, BGH

 w
istra 2012, 380 Rn. 8 f.

よ
り
引

用
。

（
38
）　BGH

 w
istra 2012, 380 Rn. 22.

（
39
）　BGH

 w
istra 2012, 380 Rn. 23.
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（
40
）　BGH

 w
istra 2012, 380 Rn. 24.

（
41
）　BGH

 w
istra 2012, 380 Rn. 26.

（
42
）　Seulen, Entw

arnung an der Com
pliance-Front, FA

Z 
vom

 17.10.2012, 19.
（
43
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、K

uhlen, Grundfragen von 
Com

pliance und Strafrecht, in: K
uhlen/K

udlich/O
rtiz de 

U
rbina (H

rsg.), C
om

pliance und Strafrecht, 2013, 1 
(Com

pliance) (2 ff.)
に
詳
し
い
。

（
44
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (571).

（
45
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (571 f.).

（
46
）　

詳
し
く
は
、LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (571 f.)

。

（
47
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (572).

（
48
）　

二
〇
一
四
年
一
二
月
、
第
一
審
判
決
に
対
し
て
控
訴
し
た
後
、

被
告
人
は
和
解
手
続
き
に
応
じ
た
。
和
解
で
は
、
被
告
人
は
、
義
務

違
反
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
五
〇
万
ユ
ー
ロ

を
ジ
ー
メ
ン
ス
株
式
会
社
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ

た
（FA

Z vom
 13.12.2014, S. 28

）。
二
〇
一
五
年
一
月
の
総
会

に
お
い
て
和
解
を
認
め
た
後
、
ハ
イ
ン
ツ
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ノ
イ
ビ
ュ

ル
ガ
ー
は
、
自
殺
し
た
（FA

Z vom
 7.2.2015, S. 21

）。

（
49
）　

こ
の
金
額
は
、
一
二
八
五
万
ユ
ー
ロ
の
弁
護
士
費
用
と
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
に
お
い
て
「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
」
に
基
づ
い
て
、

ジ
ー
メ
ン
ス
社
か
ら
支
払
わ
れ
た
二
一
五
万
ユ
ー
ロ
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
費
用
と
の
合
計
で
あ
る
。

（
50
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (573 f.). 

（
51
）　LG M
ünchen I ZIP 2014, 570 (574 f.).

（
52
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (574).

（
53
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (574 f.).

（
54
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (574).

（
55
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (575).

（
56
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (575).

（
57
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (575 f.).

（
58
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (576).

（
59
）　Bachm

ann ZIP 2014, 579; Beckm
ann ZW

H
 2014, 199; 

B
enecke/H

enneberger das krankehaus 2014, 850; 
Fleischer N

ZG 2014, 321; Fuchs/Zim
m

erm
ann JZ 2014, 

838 (842); Grützner BB 2014, 850; H
ahn EW

iR 2014, 175; 
H

ein Board 2014, 178; Linderhaus PuR 2014, 97; M
erkt 

ZIP 2014, 1705; M
eyer D

B 2014, 1063; O
ppenheim

 D
StR 

2014, 1063; Rathgeber N
ZW

iSt 2014, 192; Schulz/H
eld 

juris PRCom
p1 1/2014 A

nm
. 2; Seibt/Cziupka D

B 2014, 
1598; Siepelt Board 2014, 107

参
照
。

（
60
）　Bachm

ann ZIP 2014, 579.

（
61
）　

こ
の
判
決
が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
の
欠
陥
が
内
部
責
任
を

加
重
す
る
結
論
に
な
る
の
か
と
い
う
点
か
ら
す
で
に
評
価
が
分
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
肯
定
す
る
論
者
と
し
て
は
、Benecke/

H
enneberger das krankenhaus 2014, 850 (852)

、
否
定
的
な
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の
は M

eyer D
B 2014, 1083 (1063)

で
あ
る
。

（
62
）　

例
え
ば
、Bachm

ann ZIP 2014, 579 ff.; Beckm
ann ZW

H
 

2014, 199 f.; O
ppenheim

 D
StR

 2014, 1063 (1065); 
Rathgeber N

ZW
iSt 2014, 192 ff.; Seibt/Cziupka D

B 2014, 
1598 ff.

。

（
63
）　

そ
の
よ
う
な
趣
旨
の
も
の
と
し
て
、Fleischer N

ZG 2014, 321 
ff.; Fuchs/Zim

m
erm

ann JZ 2014, 838 (842); Grützer BB 
2014, 850 ff.; H

ahn Ew
iR 2014, 175 f.; Sim

on/M
erkelbach 

A
G 2014, 318 ff.

（
64
）　

例
え
ば
、Bachm

ann ZIP 2014, 579 (581 ff.); Siepelt 
Board 2014, 107 ff.

。

（
65
）　

例
え
ば
、Grützner BB 2014, 850 (851)

。

（
66
）　Grützner BB 2014, 850 (851 f.).

（
67
）　Bachm

ann ZIP 2014, 579 f.; Linderhaus PuR 2014, 97.

の

ち
に
行
わ
れ
た
和
解
（
注
48
を
参
照
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な

結
論
に
は
至
ら
な
か
っ
た
（
ま
た
、
二
度
と
そ
の
よ
う
な
結
論
に

な
っ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
）。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、

こ
こ
で
述
べ
る
よ
う
な
原
則
上
の
問
題
点
は
依
然
解
決
さ
れ
な
い
ま

ま
で
あ
る
。

（
68
）　

こ
こ
で
い
う
刑
事
制
裁
に
は
、
刑
事
訴
訟
法
一
五
三
ａ
条
に
お

け
る
負
担
も
考
慮
に
含
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
69
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
にK

uhlen JZ 1990, 273

で
指

摘
し
た
。

（
70
）　

正
当
な
の
は
、Bachm

ann ZIP 2014, 579 (580 f., 583)

。

帰
責
判
断
の
誤
り
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
前
判
断
の
ゆ
が
み
に
つ
い
て

詳
し
く
はK

uhlen, Zur Problem
atik der nachträglichen ex 

ante–Beurteilung im
 Strafrecht und in der M

oral, in: 
Jung/M

üller–D
ietz/N

eum
ann (H

rsg.), Recht und M
oral, 

1991, 341 (Ex ante–Beurteilung) (354 ff.)

。

（
71
）　Bachm

ann ZIP 2014, 579 (582)

は
、
労
働
法
上
の
議
論
を

参
考
に
し
つ
つ
、
帰
責
の
制
約
を
通
じ
て
こ
の
原
則
を
修
正
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

（
72
）　

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、K

uhlen, Com
pliance, 1 (18 f.)

。

（
73
）　

以
下
で
は
、
機
関
構
成
員
に
代
え
て
、
機
関
に
つ
い
て
の
み
言

及
す
る
。

（
74
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、K

uhlen, Com
pliance, 1 (18 f.)

に
詳

し
い
。

（
75
）　

例
え
ば
、Grützner BB 2014, 850 (852)

は
、Grützner/

Leisch D
B 2012, 787 (790)

を
引
用
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
見
解

を
採
る
。
一
方
、H

ein Board 2014, 178 (179)

に
よ
れ
ば
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
組
織
構
成
義
務
は
、

ま
さ
に
秩
序
違
反
法
一
三
〇
条
上
の
「
法
令
遵
守
監
督
義
務
」
の
一

部
を
な
す
と
い
う
。

（
76
）　

適
切
な
の
は
、Grützner/Leisch D

B 2012, 787 (789 f.)

で

あ
る
。 

（
77
）　

事
業
関
連
性
の
概
念
に
つ
い
て
（
こ
の
概
念
は
秩
序
違
反
法
一
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三
〇
条
に
お
け
る
、
事
業
主
の
保
証
責
任
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
）、

詳
し
く
は
、Schall FS K

ühl, 2014, 417 (426)

参
照
。

（
78
）　
「
企
業
の
た
め
の
」
裏
金
の
支
払
い
の
た
め
に
隠
し
口
座
を
保

持
す
る
こ
と
に
よ
る
背
任
罪
の
成
立
に
つ
い
て
は
、BGH

St 52, 
323

（
ジ
ー
メ
ン
ス
／
エ
ネ
ル
事
件
）、
お
よ
び N

K
–K

indhäsur, 
4. A

ufl. 2013, 

§ 266 StGB Rn. 121

に
詳
し
い
。

（
79
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
正
当
に
指
摘
す
る
の
は
、G

rützner B
B

 
2014, 850 (852)

。
さ
ら
に
、
本
判
決
の
重
要
性
は
、
実
務
に
お
い

て
は
「（
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
ま
だ
十
分
評
価
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
す
る
。

（
80
）　

財
産
的
制
裁
に
よ
ろ
う
と
、
予
防
措
置
対
策
に
よ
る
コ
ス
ト
の

発
生
に
よ
ろ
う
と
、
そ
の
よ
う
な
制
裁
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
あ

る
い
は
少
な
く
と
も
低
額
に
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
81
）　Grützner BB 2014, 850 (851).

（
82
）　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
措
置
の
遵
守
に
つ
い
て
、
厳
し
い
基
準
が

一
旦
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
措
置
を
採
ら

な
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
未
必
の
故
意
を
容
易
に
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
83
）　BGH

St 51, 100 Rn. 61ff. (K
anther)

に
関
す
る
議
論
に
つ

い
て
は
、 N

K
–K

indhäuser, 4. A
ufl. 2013, 

§ 266 StGB Rn. 
123

に
詳
し
い
。

（
84
）　

同
様
の
こ
と
は
、LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (576 f.)

が
認
め
た
、
損
害
結
果
の
証
明
責
任
の
軽
減
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
賛
成
す
る
の
は
、 Fleischer N

ZG 2014, 321 
(326 ff.)

、
批
判
的
な
の
は
、Bachm

ann ZIP 2014, 579 (582); 
Beckm

ann ZW
H

 2014, 199 f.; Rathgeber N
ZW

iSt 2014, 
192 (194)

で
あ
る
。

（
85
）　

こ
の
点
に
つ
き
、LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (573 f. 
576 f.)

、
批
判
的
検
討
を
加
え
る
も
の
と
し
て
、 Bachm

ann ZIP 
2014, 579 (582)

。

（
86
）　

民
事
・
刑
事
に
お
け
る
製
造
物
責
任
の
領
域
に
お
け
る
義
務
違

反
性
に
関
連
し
て
こ
の
点
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
は
、K

uhlen, 
Fragen, 82 ff.; ders., Strafrechtliche Produkthaftung, in: 
A

chenbach/R
ansiek (H

rsg.), H
andbuch W

irtschafts-
strafrecht, 3. A

uflage 2012, 79 (Produkthaftung) Rn. 29 
ff.

が
詳
し
い
。

（
87
）　BGH

St 47, 148 (150); 47, 187 (197).

（
88
）　BverfGE 126, 170 (211).

（
89
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、N

K
-K

indhäuser, 4. A
ufl. 2013, 

§ 
266 StGB Rn.75a f., 79 f.

。

（
90
）　

取
締
役
の
「
自
分
自
身
が
規
範
に
適
合
す
る
よ
う
行
為
し
社
内

の
者
も
そ
の
よ
う
に
行
動
す
る
よ
う
配
慮
す
る
」
と
い
う
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
義
務
（M

erkt ZIP 2014, 1705, 1706

）
は
、
株
式
法

七
六
条
一
項
、
九
三
条
一
項
に
お
け
る
業
務
執
行
上
の
配
慮
義
務
の

典
型
例
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
（
他
説
も
含
め
説
明
し
つ
つ
、
こ

の
よ
う
な
見
解
を
採
る
も
の
と
し
て
、 Fleischer N

ZG 2014, 321, 
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322; M
erkt ZIP 2014, 1705, 1706 f. 

）。LG M
ünchen I ZIP 

2014, 570 (572 f.)

は
法
令
遵
守
義
務
に
位
置
づ
け
る

（Rathgeber N
ZW

iSt 2014, 192 f.

）。
業
務
執
行
部
が
ど
の
よ
う

な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
措
置
を
採
る
か
に
つ
い
て
裁
量
を
有
す
る
と

い
う
点
に
配
慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
問
題
は
な

い
（Bachm

ann ZIP 2014, 579 (580 f.); Seibt/Cziuka D
B 

2014, 1598 (1599)
）。

（
91
）　

刑
法
二
六
六
条
一
項
に
よ
る
処
罰
の
際
と
同
様
に
、
株
式
法
九

三
条
二
項
第
一
文
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
に
お
い
て
も
、
こ
の
義
務

は
重
要
で
あ
る
。

（
92
）　

こ
の
義
務
の
違
反
は
、
民
事
的
対
外
責
任
か
、
あ
る
い
は
刑
事

的
な
「
事
業
主
責
任
」
を
基
礎
づ
け
う
る
。

（
93
）　

こ
の
点
に
つ
き
、K

uhlen, H
aftung, 11 (27)
。

（
94
）　

こ
れ
に
関
す
る
「
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
」
に
つ
い
て
はM

erkt ZIP 
2014, 1705 (1708 ff.)

。

（
95
）　Fleischer N

ZG 2014, 321 (322 ff.); O
ppenheim

 D
StR 

2014, 1063 (1064 f.); Seibt/Cziupka D
B 2014, 1598 (1599).

反
対
す
る
の
は
、 Rathgeber N

ZW
iSt 2014, 192 (193)

。

（
96
）　Bachm

an ZIP 2014, 579 (580 f.); Beckm
ann ZW

H
 2014, 

199; O
ppenheim

 D
StR 2014, 1063 (1065); Rathgeber N

ZW
iSt 

2014, 192 (193); Seibt/Cziupka D
B 2014, 1598 (1599 f.). 

Fleischer N
ZG 2014, 321 (323 ff.); Fuch/Zim

m
erm

ann JZ 
2014, 838 (842); H

ahn Ew
iR 2014, 175 f.; M

eyer D
B 2014, 

1063 (1068); Sim
on/M

erkelbach A
G 2014, 318 ff.

（
97
）　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
に
よ
れ
ば
、
全
体
取
締
役
会
レ
ベ
ル

に
お
い
て
、「
誰
が
第
一
次
的
な
責
任
を
負
う
べ
き
な
の
か
に
つ
い

て
の
明
確
な
原
則
」（
五
七
四
頁
）
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
中
心
的

な
任
務
を
「
部
門
指
導
部
」
構
成
員
と
い
っ
た
、
下
位
の
従
業
員
ら

に
委
任
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
（
五
七
五
頁
）。

（
98
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (574).

（
99
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (574).

（
100
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Fleischer N

ZG 2014, 321 (325)

の

説
明
を
参
照
。
そ
れ
ゆ
え
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
は
正
当
に
も
、

「
疑
わ
し
い
事
案
に
つ
い
て
は
三
つ
の
義
務
（
事
案
を
解
明
し
、
違

反
行
為
を
止
め
さ
せ
、
制
裁
を
科
す
！
）」
を
認
め
た
。
そ
の
際
、

取
締
役
会
は
、
ど
の
よ
う
な
制
裁
を
科
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
裁
量

を
有
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
制
裁
を
科
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
裁
量
の
余
地
は
な
く
、
必
ず
こ
れ
を
科
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
た
。Sim

on/M
erkelbach A

G 2014, 318 (320)

も
同
様

の
見
解
で
あ
る
。

（
101
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (574).

（
102
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (574).
（
103
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (574).
（
104
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (574).

（
105
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (574).

（
106
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (575)

は
「
適
切
な
措
置
」
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と
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
文
脈
上
、
義
務
と
解
さ
れ
る
。

（
107
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (574). 

被
告
が
二
〇
〇
四
年

一
一
月
に
な
っ
て
初
め
て
、
二
〇
〇
四
年
夏
の
監
査
命
令
の
履
行
状

況
の
報
告
を
求
め
た
こ
と
が
こ
の
義
務
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
。
そ

の
よ
う
な
（
法
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
）「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
特

有
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
報
告
」
に
つ
い
て
は
、Fleischer N

ZG 
2014, 321 (324)

も
参
照
。

（
108
）　

ド
イ
ツ
で
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
（Fleischer A

G 
2003, 291; Schneider ZIP 2003, 64 Bachm

ann ZIP 2014, 579 
(581)

）
が
、
ジ
ー
メ
ン
ス
事
件
に
よ
り
こ
の
動
き
は
決
定
的
な
も
の

と
な
っ
た
。Bachm

ann ZIP 2014, 579 (581)

参
照
。

（
109
）
企
業
の
従
業
員
の
刑
事
責
任
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
し
て
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
努
力
を
帰
責
を
軽
減
さ
せ
る
手
段
と
し
て
の
み
捉

え
る
見
解
に
反
対
す
る
立
場
と
し
て
、K

uhlen, H
aftung, 11 (24 

ff.)

。
賛
成
す
べ
き
も
の
と
し
て
、 Rönnau, Strafrecht und 

Selbstregulierung—
Chance oder Risiko?, in: Bum

ke u. a. 
(H

rsg), Begegnungen im
 Recht, 2011, 237 (252 ff.); Rotsch, 

Crim
inal Com

pliance, in: A
chenbach/Ransiek (H

rsg.), 
H

andbuch W
irtschaftsstrafrecht, 3. A

ufl. 2012, 45 Rn. 47; 
Zim

m
erm

ann, Strafbarkeitsrisiken, 27 ff., 82 ff.

。

（
110
）　Bachm

ann ZIP 2014, 579 (581).

（
111
）　

そ
の
当
時
の
基
準
に
て
ら
し
て
も
、
被
告
人
の
行
為
は
義
務
違

反
し
た
も
の
と
い
い
う
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
（
た
だ
し
、

そ
の
存
否
の
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
除
く
）。

（
112
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、K

uhlen, Ex ante–Beurteilung, 
341 (364 ff.)

。

（
113
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (574 f.).

（
114
）　

こ
の
こ
と
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
の
理
解
に
よ
れ
ば
、

効
果
的
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
関
を
構
築
す
る
以
前
の
段
階
で
、

す
べ
て
の
取
締
役
に
妥
当
す
る
。

（
115
）　Bachm

ann ZIP 2014, 579 (580 f.); Beckm
ann ZW

H
 

2014, 199; O
ppenheim

 D
StR 2014, 1063 (1065); Rathgeber 

N
ZW

iSt 2014, 192 (193); Seibt/Cziupka D
B 2014, 1598 

(1599 f.).

（
116
）　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
も
、
本
件
に
お
い
て
こ
の
要
件
を
要

求
し
て
い
る
。

（
117
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Seibt/Cziupka D

B 2014, 1598 
(1600); Zim

m
erm

ann, Strafbarkeitsrisiken, 100 ff.

参
照
。

（
118
）　Zim

m
erm

ann, Strafbarkeitsrisiken, 171 ff.

参
照
。

（
119
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、K

uhlen, Com
pliance, 1 (17 ff.)

に

詳
し
い
。

（
120
）　

企
業
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
の
回
避
に
関
す
る
ゼ

ロ
・
ト
レ
ラ
ン
ス
原
則
に
つ
い
て
は
、M

aschm
ann A

uA
 2009, 

72 (73)

。

（
121
）　K

uhlen, Com
pliance, 1 (20).

（
122
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、K

unz, K
rim

inologie, 6. A
ufl. 2011, 
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5. K
ap. 

§ 31 Rn. 7 ff.

を
参
照
。

（
123
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Beulke, Strafprozessrecht, 12. A

ufl. 
2012, Rn. 333 ff.

。

（
124
）　Roxin/Schünem

ann, Strafverfahrensrecht, 28. A
ufl. 2014, 

§ 14 Rn. 5
に
よ
れ
ば
、「
比
較
的
軽
微
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
中
程

度
の
犯
罪
に
つ
い
て
も
、
実
際
上
は
起
訴
便
宜
主
義
が
採
用
さ
れ
て

い
る
」。

（
125
）　

裁
判
の
際
に
経
済
的
な
考
慮
を
行
う
こ
と
は
、
行
刑
の
場
面
ほ

ど
は
正
当
化
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
！

（
126
）　

例
え
ば
、LG M

ünchen I ZIP 2014, 570

。

（
127
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
特
に
、K

uhlen, H
aftung, 11 (26 f.)

。

（
128
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (575). 

こ
れ
に
対
し
て
、

Grützner BB 2014, 850 (851); Seibt/Cziupka D
B 2014, 

1598 (1599)

は
正
し
い
。Siepelt Board 2014, 107 (110)

は
、

規
範
違
反
が
発
覚
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
制
度
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

（
129
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (575)

に
詳
し
く
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

（
130
）　

例
え
ば
、Bachm

ann ZIP 2014, 579 (581)

。

（
131
）　LG M

ünchen I ZIP 2014, 570 (575).

（
132
）　K

uhlen, Ex ante-Beurteilung, 341 (353 ff.).

（
133
）　Bachm

ann ZIP 2014, 579 (581).

（
134
）　

こ
の
点
、Ransiek ZGR 1999, 613 (648)

は
正
し
い
。

（
135
）　

例
え
ば
、K

uhlen, Produkthaftung, Rn. 47

。
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（
以
下
、
第
二
部
）

Ⅳ　

民
事
的
な
第
三
者
に
対
す
る
責
任
と
刑
法

１　

事
業
主
の
刑
事
的
責
任
と
民
法
上
の
、
機
関
の
対
外
責
任
に
関

す
る
民
事
責
任
上
の
原
則
と
に
お
け
る
相
克

　

モ
ビ
ン
グ
判
決
に
お
い
て
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
学
説
に
お
い
て

は
以
前
か
ら
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
い
た
事
業
主
の
刑
事
責
任
（
す

な
わ
ち
、
事
業
に
関
し
て
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
べ
き

保
証
人
的
義
務
）
を
認
め
た
。
こ
の
義
務
は
代
理
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る）（（（
（

が
、
第
一
義
的
に
は
業
務
執
行
者
、
法
人
に
お
い
て
は
そ
れ
に

相
当
す
る
機
関
の
構
成
員
が
負
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
義
務
は
、

事
業
の
開
始
が
危
険
源
と
な
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
法

人
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
第
三
者
に
対
し
て
も
生
じ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
義
務
に
反
し
た
な
ら
ば
、
第
三
者
に
対
す
る
傷
害
や
財
産

犯
と
い
っ
た
犯
罪
行
為
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
通
説
的

見
解
は
、
刑
法
固
有
の
観
点
か
ら
は
よ
く
理
解
で
き
る
。

 a）　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
法
人
の
機
関
の
民
事
的

な
対
外
責
任
と
は
矛
盾
し
う
る
も
の
で
あ
る）（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
学
説
に
お
い
て
は
多
様
な
形
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
二
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
第
六
民
事
部
判
決

（
訳
者
注
：
本
稿
第
一
部
で
紹
介
し
た
虚
偽
取
引
の
事
案
）
は
対
外

責
任
を
否
定
し
て
お
り
、
こ
れ
は
事
業
主
責
任
を
否
定
し
た
も
の
と

理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
連
邦
通
常
裁
判
所
刑
事
部

は
こ
れ
を
認
め
て
い
た）（（（
（

。
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
少
な
く
と
も
判
決

に
矛
盾
が
あ
る
と
い
う
学
説
の
指
摘
に
は
理
由
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
民
事
第
六
部
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
機
関
構
成
員
の
法
令
遵
守
義

務
）
（（（
（

は
、
基
本
的
に
法
人
に
対
し
て
負
う
も
の
で
、
第
三
者
に
対
し
て

負
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る）（（（
（

。
対
外
責
任
は
、
そ
れ
ゆ
え
例
外

的
に
し
か
問
題
と
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
機
関
が
「
自
ら
許
さ
れ
な

い
行
為
を
行
っ
て
」
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
か
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
、

機
関
が
個
人
的
に
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
引
き
受
け
（
て

そ
れ
に
違
反
し
）
た
場
合
で
あ
る）（（（
（

。

　

第
六
民
事
部
の
よ
う
に
、
機
関
「
自
ら
が
」
犯
し
た
許
さ
れ
な
い

行
為
を
作
為
と
し
て
の
み
考
察
し
、
機
関
の
地
位
か
ら
生
じ
る
様
々

な
義
務
は
、
機
関
の
構
成
員
に
個
人
的
に
妥
当
す
る
義
務
で
は
な
い

と
考
え
る
な
ら
ば
、
事
業
主
責
任
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
事
業
主
責
任
は
、
機
関
に
、
業
務
執
行
者
の
構
成
員
と
し

て
の
地
位
に
基
づ
い
て
、
可
能
か
つ
期
待
し
う
る
限
り
に
お
い
て
、

事
業
に
関
連
す
る
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
べ
き
保
証
人
的
義
務
を
、
第

三
者
に
対
し
て
認
め
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
理
論
的
な
基
本
問
題
に
対
し
て
、
刑
事
実
務
に
お
い
て
は
、

第
六
民
事
部
の
決
定
と
は
異
な
っ
た
形
で
解
答
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

刑
事
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
機
関
の
対
外
的
義
務
は
、
機
関
と

し
て
の
地
位
か
ら
生
じ
る
。
こ
の
見
解
は
、
企
業
に
関
連
づ
け
ら
れ

た
考
察
方
法
）
（（（
（

を
行
う
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
端
的
に
、
機
関
説

と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
六
民
事
部
が
支
持
す
る
反
対
説

は
、
機
関
の
地
位
か
ら
は
、
会
社
に
対
す
る
義
務
し
か
生
じ
ず
、
機

関
の
対
外
的
義
務
は
、
例
外
的
に
の
み
、
特
別
の
「
個
人
的
な
」
事

由
か
ら
生
じ
る
、
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
義
務
違
反
が
あ
り
、
第
三

者
に
対
す
る
積
極
的
な
損
害
行
為
が
あ
る
場
合
に
機
関
の
対
外
責
任

が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
例
外
説
と

名
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 b）　

民
事
的
対
外
責
任
に
関
す
る
判
例
と
事
業
主
責
任
に
関
す
る
刑

事
判
例
と
の
間
に
お
け
る
緊
張
関
係
は
、
最
近
の
判
例
に
お
い
て
も

見
受
け
ら
れ
る
。
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
原
告

（
Ｋ
）
が
レ
ス
ト
ラ
ン
を
出
た
後
、
駐
車
場
に
行
く
途
中
で
路
上
凍

結
に
よ
り
転
倒
し
、
傷
害
を
負
っ
た
と
い
う
事
故
に
お
け
る
慰
謝
料

請
求
に
関
し
て
判
断
を
下
し
た
。
当
該
レ
ス
ト
ラ
ン
は
あ
る
有
限
会

社
（
被
告
一
）
に
よ
り
経
営
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
会
社
に
は
二
人
の

取
締
役
が
い
た
が
、
Ｇ
（
被
告
二
）
は
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。

バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
地
方
裁
判
所
は
、
有
限
会
社
に
対
す
る
請
求
を

認
め
た
が
、
取
締
役
に
対
し
て
は
認
め
な
か
っ
た
。

　

 aa）　

上
級
地
方
裁
判
所
は
地
裁
同
様
Ｇ
に
対
す
る
請
求
を
認
め
ず
、

こ
の
結
論
を
も
っ
ぱ
ら
、
こ
こ
で
例
外
説
と
名
付
け
た
考
え
方
に
依

拠
し
た
。
契
約
上
の
損
害
賠
償
請
求
は
有
限
会
社
に
対
し
て
の
み
認

め
ら
れ）（（（
（

、
Ｇ
は
不
法
行
為
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
わ
な
い
。
た
し
か

に
当
該
事
故
は
通
行
の
安
全
確
保
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
に
起
因
す

る
。
こ
の
義
務
は
し
か
し
な
が
ら
、
通
常
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
主

体
で
あ
る
有
限
会
社
の
み
が
負
う
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
会
社
の
取

締
役
が
負
う
も
の
で
は
な
い
。
上
級
地
方
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

取
締
役
の
組
織
上
の
地
位
か
ら
は
、
基
本
的
に
有
限
会
社
に
対
す
る

義
務
の
み
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
義
務
に
違
反
し
て
も

単
に
内
部
的
な
責
任
（
有
限
会
社
法
四
三
条
二
項
に
お
け
る
損
害
賠

償
義
務
）
が
生
じ
る
だ
け
で
あ
る）（（（
（

。
例
外
的
に
取
締
役
の
第
三
者
に

対
す
る
責
任
が
生
じ
る
の
は
、
取
締
役
が
「
自
ら
の
手
で
第
三
者
に

損
害
を
与
え
た
」
場
合
）
（（（
（

か
、「
特
別
の
理
由
か
ら
、
個
人
的
に
第
三

者
に
対
し
て
義
務
が
生
じ
て
お
り
」、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
で
あ

る
）
（（（
（

。

　

そ
の
よ
う
な
例
外
的
事
情
は
、
本
件
事
案
で
は
生
じ
て
い
な
か
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
Ｇ
は
事
故
当
日
、
管
理
人
の
Ｗ
に
、
道
を
掃
い
て
き
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れ
い
に
し
て
お
く
こ
と
を
頼
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
特

別
の
理
由
か
ら
、
個
人
的
に
第
三
者
に
対
し
て
生
じ
る
義
務
」
を
引

き
受
け
た
と
は
い
え
な
い
。
も
し
Ｇ
が
、「
通
行
の
安
全
の
義
務
を
、

証
人
Ｗ
が
き
ち
ん
と
遵
守
す
る
こ
と
を
監
督
し
（
て
い
）
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
あ
る
い
は
同
種
の
義
務
違
反
に
対
し
て
介
入
し
な
か
っ

た
と
し
て
も
、」
こ
の
義
務
違
反
は
、「
Ｇ
が
機
関
の
構
成
員
と
し
て

第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
」
重

大
な
も
の
で
は
な
い）（（（
（

。

　

 bb）　

刑
法
的
に
は
、
Ｇ
が
Ｋ
に
対
す
る
過
失
傷
害
罪
（
二
二
九

条
）
で
処
罰
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
そ
の
際
に
は
、
刑

法
上
の
事
業
主
責
任
に
つ
い
て
の
通
説
的
見
解
、
す
な
わ
ち
機
関
説

と
名
付
け
た
説
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
る）（（（
（

。
機
関
説
に
依
拠
す
る
場
合
、

自
ら
の
手
に
よ
る
行
為
か
、
そ
の
者
に
個
人
的
に
特
別
に
妥
当
す
る

義
務
の
違
反
か
、
Ｇ
の
機
関
と
し
て
の
地
位
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
交

通
の
安
全
確
保
義
務
違
反
か
と
い
う
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方

裁
判
所
が
行
っ
た
よ
う
な
区
別
は
、
結
論
に
お
い
て
重
要
で
は
な
く

な
る
。
Ｋ
の
怪
我
が
Ｇ
の
作
為
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち

Ｇ
が
、
自
ら
清
掃
業
務
を
行
っ
た
が
、
し
か
し
十
分
注
意
を
払
わ
ず

に
い
い
か
げ
ん
に
行
っ
た
と
い
う
場
合
、
Ｇ
は
刑
法
二
二
九
条
に
よ

り
可
罰
的
で
あ
る）（（（
（

。
Ｇ
自
身
に
清
掃
業
務
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た

が
、
Ｇ
は
そ
の
際
生
じ
る
義
務
に
違
反
し
て
、
事
故
当
日
、
路
上
凍

結
に
対
し
て
適
切
な
措
置
を
採
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
Ｇ
は
不
作
為

に
よ
る
過
失
傷
害
と
し
て
可
罰
的
で
あ
る
（
刑
法
二
二
九
条
、
一
三

条
）。

　

Ｇ
が
、
管
理
人
Ｗ
に
清
掃
業
務
を
委
託
し
た
な
ら
ば
、
Ｗ
は
そ
れ

に
応
じ
て
通
行
人
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
客
に
対
し
て
保
証
人
的
地
位
を

引
き
受
け
た
と
い
え
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
義
務
を
積
極
的
作
為
か
あ

る
い
は
取
る
べ
き
措
置
の
不
作
為
に
よ
っ
て
違
反
し
た
な
ら
ば
、
二

二
九
条
あ
る
い
は
二
二
九
条
・
一
三
条
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
う
る）（（（
（

。

こ
の
よ
う
に
義
務
を
他
の
者
に
代
理
さ
せ
た
と
し
て
も
、
Ｇ
が
完
全

に
免
責
さ
れ
る
わ
け
で
も
、
自
己
の
組
織
上
の
地
位
か
ら
生
じ
る
保

証
人
的
義
務
が
、
第
三
者
に
対
す
る
義
務
か
ら
有
限
会
社
に
対
す
る

純
粋
に
内
部
的
な
義
務
に
変
化
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
Ｗ
を
十
分
監

督
し
な
い
、
あ
る
い
は
Ｗ
の
義
務
違
反
に
介
入
し
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
事
業
主
た
る
Ｇ
に
依
然
と
し
て
課
さ
れ
て
い
る
義
務
に
違

反
し
た
な
ら
ば
、
Ｇ
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
客
Ｋ
に
対

す
る
保
証
人
的
義
務
に
違
反
し
た
と
い
え
る）（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
も
し
こ

の
事
故
が
保
証
人
的
義
務
の
違
反
に
よ
り
生
じ
た
と
い
え
る
な
ら
ば
、

Ｇ
は
こ
の
場
合
に
も
二
二
九
条
、
一
三
条
で
可
罰
的
と
な
る
。

　

 cc）　

こ
の
事
案
に
お
い
て
は
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
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所
は
何
も
言
及
し
て
い
な
い
が
、
Ｋ
の
Ｇ
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求

権
が
、
民
法
八
二
三
条
二
項
、
刑
法
二
二
九
条
、
一
三
条
か
ら
根
拠

づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
民
事
的
な
問
題
が
生
じ
る
。
刑
法
二
二
九
条

が
民
法
八
二
三
条
二
項
の
法
益
を
保
護
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
に
は

争
い
が
な
い
の
で）（（（
（

、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
な
前
提
条
件
が
満
た
さ
れ

れ
ば
、
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
。
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所

の
判
決
は
、
す
な
わ
ち
、
例
外
説
に
依
拠
す
る
民
法
上
の
対
外
責
任

に
関
す
る
判
例
と
、
機
関
説
に
依
拠
す
る
刑
法
的
な
事
業
主
責
任
に

関
す
る
判
例
と
の
相
克
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
相

克
の
適
切
な
解
決
の
た
め
に
は
ま
ず
、
判
決
と
学
説
に
お
い
て
支
持

さ
れ
て
い
る
、
民
事
的
な
対
外
責
任
に
関
す
る
諸
見
解
を
詳
し
く
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２　

民
事
的
対
外
責
任
に
関
す
る
実
務
に
み
ら
れ
る
一
貫
性
の
欠
如

　

こ
れ
ま
で
に
考
察
し
て
き
た
民
事
裁
判
所
の
諸
判
決
は
、
刑
事
裁

判
所
が
機
関
の
不
作
為
責
任
を
認
め
る
よ
り
も
狭
い
範
囲
で
し
か
、

対
外
責
任
を
認
め
て
い
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
民
事
判
決
は
、

業
務
執
行
部
の
構
成
員
と
し
て
の
機
能
か
ら
生
じ
る
、
対
外
的
な
保

証
人
的
義
務
と
い
う
も
の
を
認
め
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と

も
こ
の
限
定
的
な
線
引
き
は
、
民
事
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
一
貫

し
た
結
論
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
連
邦
通
常

裁
判
所
民
事
部
の
、
大
変
な
議
論
を
も
た
ら
し
た
二
つ
の
判
決
に
お

い
て
示
さ
れ
て
い
る
。

 a）　

一
九
八
九
年
の
第
六
民
事
部
の
、
建
築
資
材
判
決
は
、
建
築
資

材
取
り
扱
い
業
者
（
原
告
）
の
、
有
限
会
社
の
元
取
締
役
（
被
告
）

に
対
す
る
損
害
賠
償
訴
訟
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
被
告
会
社
は
、

原
告
か
ら
建
築
資
材
を
購
入
し
、
そ
の
際
、
約
款
に
お
い
て
、
原
告

会
社
の
所
有
権
が
留
保
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
建
築
資
材
は
、
建
築
主

の
建
築
計
画
の
た
め
に
費
消
さ
れ
た
が
、
被
告
会
社
と
建
築
主
と
の

契
約
の
約
款
に
お
い
て
は
、
建
築
の
受
託
に
よ
っ
て
被
告
会
社
に
生

じ
た
権
利
は
、
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た）（（（
（

。
資

材
を
建
築
に
使
っ
た
結
果
、
原
告
の
所
有
権
が
消
滅
し
た
（
民
法
九

四
六
条
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
会
社
と
建
築
主
の
間
に
お
け
る

禁
止
規
定
の
た
め
に
、
原
告
は
、
被
告
会
社
が
建
築
に
よ
っ
て
獲
得

し
た
、
建
築
主
に
対
す
る
諸
権
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た）（（（
（

。

　

当
該
取
締
役
は
有
限
会
社
と
原
告
、
そ
し
て
建
築
主
と
の
契
約
の

締
結
に
あ
た
っ
て
個
人
的
に
関
与
せ
ず
、
そ
の
内
容
を
知
ら
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず）（（（
（

、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
原
告
の
、
被
告
に
対

す
る
、
民
法
八
二
三
条
二
項
が
定
め
る
、
過
失
に
よ
る
財
産
侵
害
に

基
づ
く
損
賠
賠
償
請
求
を
認
容
し
た
。
被
告
の
機
関
上
の
地
位
か
ら

生
じ
る
、
取
締
役
に
対
す
る
諸
義
務
に
違
反
す
る
行
為
が
行
わ
れ
た
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場
合
、
基
本
的
に
は
有
限
会
社
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
わ
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
（
内
部
責
任
）、
対
外
責
任
は
「
原
則
的
に
、
会
社
の

み
が
負
い
、
そ
の
機
関
が
負
う
こ
と
は
な
い）（（（
（

」。
例
外
的
に
は
し
か

し
な
が
ら
、
取
締
役
）
（（（
（

も
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、「
彼
が
個
人
的
に
許
さ
れ
な
い
行
為
を
行
っ
た
場
合
で
あ

る
）
（（（
（

」。
例
え
ば
、
機
関
の
地
位
か
ら
生
じ
る
会
社
に
対
す
る
諸
義
務
、

そ
し
て
第
三
者
に
対
し
て
特
別
の
理
由
か
ら
個
人
的
に
生
じ
る）（（（
（

諸
義

務
に
違
反
す
る
こ
と
に
よ
り
、
絶
対
的
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
法
益
を
侵
害
し
た
よ
う
な
場
合
が
こ
れ
に
当
た
る
。
そ
の
よ
う

な
例
外
事
情
が
本
件
に
お
い
て
は
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
資
材
の

供
給
者
に
よ
る
所
有
権
留
保
と
建
築
主
に
よ
る
権
利
の
委
譲
禁
止
と

い
う
事
情
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
典
型
的
な
義
務
の
衝
突
が
生
じ

て
お
り
、
こ
の
義
務
の
衝
突
を
適
切
に
解
決
す
る
義
務
が
当
該
取
締

役
に
「
個
人
的
に
」
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る）（（（
（

。
彼
の
対
外
的
な
義

務
に
被
告
は
違
反
し
た
と
い
え
る）（（（
（

。

　

こ
の
「
悪
名
高
い
建
築
資
材
判
決
）
（（（
（

」
は
、
学
説
に
お
い
て
は
も
っ

ぱ
ら
厳
し
く
批
判
さ
れ
た）（（（
（

。
こ
こ
で
は
、
民
事
的
に
圧
倒
的
通
説
で

あ
る
例
外
説
で
は
な
く
、
刑
事
実
務
に
お
け
る
機
関
説
を
支
持
し
て

い
る
こ
と）（（（
（

が
興
味
深
い
。
た
し
か
に
、
取
締
役
に
つ
き
第
三
者
に
対

す
る
行
為
義
務
は
、
た
だ
「
例
外
的
に
」
の
み
、
特
別
の
「
個
人
的

理
由
が
あ
る
場
合
」
に
妥
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

「
個
人
的
」
理
由
は
、
こ
こ
で
は
、
被
告
が
具
体
的
な
契
約
に
関
与

し
た
わ
け
で
も
、
そ
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
わ
け
で
す
ら
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
被
告
の
機
関
と
し
て
の
地
位
に
求
め
る
し
か
な
い
。
事

案
の
性
質
上
、
す
な
わ
ち
、
第
六
民
事
部
は
、
刑
事
裁
判
所
に
支
持

さ
れ
て
い
る
見
解
と
同
じ
よ
う
に
、
機
関
の
対
外
的
な
行
為
義
務
を
、

機
関
の
地
位
か
ら
導
き
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。

 ｂ）　

二
〇
〇
六
年
に
出
さ
れ
た
第
一
一
民
事
部
判
決
は
、
キ
ル
ヒ
／

ブ
ロ
イ
ヤ
ー
事
件
に
お
い
て
、
原
告
（
メ
デ
ィ
ア
界
に
お
い
て
事
業

を
展
開
し
て
い
る
キ
ル
ヒ
グ
ル
ー
プ
の
創
始
者
で
あ
り
、
そ
の
名
付

け
親
で
あ
る
）
の
、
ド
イ
ツ
銀
行
株
式
会
社
（
被
告
一
）
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
銀
行
の
元
会
長
で
あ
る
ブ
ロ

イ
ヤ
ー
氏
（
被
告
二
）
に
対
す
る
賠
償
請
求
も
認
容
し
た）（（（
（

。
ブ
ロ
イ

ヤ
ー
氏
は
、
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
銀
行
が
多
大

な
信
用
を
供
与
し
て
い
る
キ
ル
ヒ
グ
ル
ー
プ
の
財
政
状
態
に
つ
い
て

疑
問
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所

の
見
解
に
よ
れ
ば
、
義
務
に
違
反
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
有
限

会
社
）
（（（
（

の
、
ド
イ
ツ
銀
行
に
対
す
る）（（（
（

契
約
上
の
賠
償
請
求
を
根
拠
づ
け

る
と
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
に
被
告
二
に
つ
い
て
、
民
法
八
二
三
条
一

項
に
定
め
る
、
設
立
さ
れ
経
営
さ
れ
て
い
る
営
業
活
動
に
つ
い
て
の

権
利
に
対
す
る
許
さ
れ
な
い
侵
害
に
関
す
る
責
任
も
ま
た
認
め
ら
れ
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た
）
（（（
（

。

　

侵
害
を
受
け
た
有
限
会
社
の
契
約
の
相
手
方
は
、
ド
イ
ツ
銀
行
だ

け
で
あ
り
、
そ
の
会
長
で
は
な
い
。
し
か
し
、
後
者
に
つ
い
て
も）（（（
（

、

信
用
受
供
者
に
対
す
る
組
織
の
義
務
が
妥
当
す
る
。
会
長
は
、
こ
の

義
務
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る
発
言
に
よ
っ
て
侵
害
し
た
の
で
あ

る
）
（（（
（

。
な
ぜ
な
ら
ば
、
会
社
本
人
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
機
関
も
、
そ

の
契
約
の
相
手
方
の
、
民
法
八
二
三
条
一
項
に
お
け
る
絶
対
的
に
保

護
さ
れ
る
べ
き
法
益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
ず
、
契
約
相
手
方
に
対
し

て
損
害
を
生
じ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る）（（（
（

」。
す
な
わ
ち
詳

し
く
い
え
ば
、
貸
借
契
約
か
ら
生
じ
る
銀
行
の
義
務
は
、
信
用
受
供

者
の
信
用
価
値
を
危
険
に
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
不
法
行
為
上
の
義
務
と
し
て
、
会
社
の
機
関
で
あ
る
被

告
二
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る）（（（
（

。

　

こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
二
つ
の
観
点
か
ら
問
題
点
を
指
摘
し
う
る
。

第
一
は
、「
法
秩
序
の
統
一
性
に
鑑
み
れ
ば
」、
会
社
が
対
外
関
係
に

お
い
て
責
任
を
負
い
、
機
関
・
会
社
間
に
お
け
る
内
部
関
係
に
お
い

て
は
義
務
違
反
的
で
あ
る
機
関
の
行
動
は
、
機
関
と
第
三
者
と
の
関

係
に
お
い
て
は
適
法
と
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
指
摘
で
あ
る）（（（
（

。
も
う
一

つ
は
、
会
社
の
機
関
は
、
会
社
自
身
と
同
じ
不
法
行
為
法
上
の
義
務

を
契
約
の
相
手
方
に
対
し
て
負
う
と
す
る
な
ら
ば
、「
法
人
に
対
し

て
契
約
上
の
忠
実
義
務
に
基
づ
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
必

然
的
に
、
法
人
の
た
め
に
行
為
し
た
（
諸
）
機
関
に
対
し
て
も
禁
じ

ら
れ
る
こ
と
に
な
る）（（（
（

」。
そ
の
際
、
被
告
二
に
お
い
て
も
、
対
外
関

係
に
お
い
て
妥
当
す
る
不
法
行
為
上
の
、
借
り
手
の
信
用
価
値
を
危

険
に
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
が
妥
当
す
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
を
彼
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
上
の
発
言
で
侵
害
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

正
当
に
も
、
こ
の
判
決
は
、
建
築
資
材
事
件
判
決
と
同
じ
よ
う
に
、

機
関
の
不
法
行
為
上
の
対
外
責
任
を
拡
張
し
た
も
の
だ
と
の
評
価
が

な
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。
こ
の
判
決
は
様
々
な
形
で
批
判
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
機
関
構
成
員
の
個
人
責
任
が
際
限
な
く
拡
張
さ
れ
る）（（（
（

、
理
由

づ
け
が
一
部
全
く
理
解
で
き
な
い）（（（
（

、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
批
判
が
正

し
い
か
は
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
判
決
の
理
由

づ
け
が
そ
の
重
要
部
分
に
つ
い
て
、
民
事
上
は
通
説
で
あ
る
例
外
説

に
依
拠
し
て
お
ら
ず
、
刑
法
上
の
通
説
で
あ
る
機
関
説
に
依
拠
し
て

い
る
と
い
う
の
は
正
し
い
。
す
な
わ
ち
対
外
的
に
、
す
な
わ
ち
第
三

者
に
対
し
て
存
在
す
る
機
関
の
義
務
は
何
ら
か
の
「
個
人
的
」
事
情

か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
法
人
の
機
関
と
し
て
の

地
位
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

た
し
か
に
、
積
極
的
作
為
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る
発
言
）
に

よ
っ
て
、「
自
ら
」
第
三
者
を
侵
害
し
た
例
外
的
場
合
に
該
当
す
る

か
ら
、
こ
の
判
決
は
民
事
上
の
対
外
責
任
を
限
定
的
に
解
釈
す
る
見

解
と
一
致
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
は
あ
り
う
る
。
し
か
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し
、
判
決
の
理
由
づ
け
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
を
超
え
る
も
の
で
あ

る
。
も
し
本
当
に
、
会
社
の
、
契
約
の
相
手
方
に
対
す
る
、
絶
対
的

法
益
を
保
護
す
べ
き
義
務
が
、「
法
秩
序
の
統
一
性
」
を
理
由
と
し

て
「
必
然
的
に
」
機
関
の
対
外
的
義
務
に
も
な
り
、
そ
の
違
反
が
契

約
相
手
方
に
対
す
る
不
法
行
為
法
上
の
請
求
権
を
根
拠
づ
け
る
と
す

る
な
ら
ば
、
な
ぜ
そ
れ
が
不
作
為
義
務
に
限
定
さ
れ
る
の
か
が
明
ら

か
で
は
な
い
。
行
為
義
務
に
ま
で
拡
張
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
義
務

の
違
反
、
例
え
ば
、
事
業
に
関
連
す
る
犯
罪
行
為
を
阻
止
し
な
か
っ

た
と
い
う
不
作
為
が
、
あ
る
種
の
「
個
人
的
」
例
外
事
情
要
件
が
充

足
さ
れ
な
く
て
も
、
機
関
の
対
外
責
任
を
そ
の
機
関
と
し
て
の
地
位

か
ら
根
拠
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 c）　

建
築
資
材
判
決
と
キ
ル
ヒ
／
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
事
件
判
決
が
示
す
よ

う
に
、
機
関
の
民
事
的
対
外
責
任
に
関
す
る
確
立
し
た
連
邦
通
常
裁

判
所
判
例
の
立
場
は
、
こ
れ
ら
の
判
決
で
は
も
は
や
支
持
さ
れ
て
い

な
い）（（（
（

。
こ
れ
ら
の
判
決
は
、
責
任
を
限
定
的
に
解
釈
す
る
見
解
の
根

拠
と
相
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
二
つ
の
判
決
は
、

刑
事
実
務
に
お
け
る
事
業
主
責
任
の
考
え
方
と
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

が
同
一
で
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
機
関
の
対
外
的
義
務
は
、
そ
の
機
関

と
し
て
の
地
位
か
ら
導
き
出
さ
れ
、
特
別
の
「
個
人
的
」
事
情
が
こ

れ
に
付
け
加
わ
る
必
要
は
な
い）（（（
（

。
学
説
で
は
、
対
外
責
任
に
親
和
的

な
諸
判
決
は
、
た
い
て
い
の
場
合
、
強
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
批
判
自
体
、
民
事
上
の
対
外
責
任
に
つ
い
て
統
一

的
な
見
解
に
立
っ
た
上
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

３　

民
事
的
な
対
外
責
任
に
関
す
る
学
説
の
不
統
一
に
つ
い
て

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
学
説
は
む
し
ろ
分
か
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、

機
関
の
対
外
責
任
は
例
外
的
に
の
み
問
題
と
な
り
う
る
と
い
う
点
で

は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
自
体
争
い
が
な
い

訳
で
は
な
い
う
え
、
こ
の
例
外
が
ど
の
範
囲
を
指
す
の
か
が
不
明
確

で
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
議
論
は
有
意
義
と
は
い
え
な
い
。
ベ
ル
リ
ン

上
級
地
方
裁
判
所
が
二
〇
一
二
年
に
出
し
た
、
競
争
法
違
反
に
関
す

る
有
限
会
社
の
取
締
役
の
責
任
に
関
す
る
判
決
は
、
機
関
の
対
外
責

任
に
関
す
る
、
学
説
で
支
持
さ
れ
て
い
る
様
々
な
見
解
を
七
つ
に
区

別
し
て
い
る）（（（
（

。

（
１
）　

第
一
説
は
、
機
関
の
対
外
責
任
は
、
事
案
の
個
別
具
体
的
事

情
を
考
慮
し
て
、
例
外
的
に
の
み
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

よ
り
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
、
黙
示
的
な
法
益
の
危
殆
化
や
、
特
別

に
重
要
な
諸
義
務
の
懈
怠
な
ど）（（（
（

、
様
々
な
基
準
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）　

他
の
説
は
、
刑
法
で
の
通
説
を
出
発
点
と
し
て
、
取
締
役
は
、

組
織
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
か
ら
保
証
人
的
地
位
を
獲
得
し
、
そ
れ
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ゆ
え
第
三
者
に
対
し
て
も
、
他
者
が
被
害
を
被
ら
な
い
よ
う
に
企
業

を
組
織
し
、
監
督
す
る
特
別
の
義
務
を
負
う
と
す
る
。
こ
の
義
務
は

し
か
し
な
が
ら
、
会
社
に
対
し
て
負
う
内
部
的
義
務
を
超
え
て
負
わ

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
行
き
過
ぎ
は
許
さ
れ
な
い）（（（
（

。

（
３
）　

学
説
に
お
い
て
も
、
取
締
役
の
対
外
責
任
は
、
例
外
的
に

「
個
人
的
に
」
責
任
を
負
う
場
合
の
み
認
め
ら
れ
る
と
い
う
判
例
上

の
通
説
は
様
々
な
形
で
支
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
情
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、「
自
分
の
活
動
に
よ
っ
て
危
険
源
を
創
出
し
た
場
合
、

特
別
の
状
況
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
た
第
三
者
に
対
し
て
一
種
の
保

証
人
的
地
位
を
引
き
受
け
た
場
合
）
（（（
（

」
な
ど
で
あ
る
。

（
４
）　

特
に
競
争
法
上
の
観
点
か
ら
、
個
人
的
な
対
外
責
任
は
、
取

締
役
が
特
に
経
済
的
な
利
益
を
問
題
と
な
る
活
動
か
ら
得
た
場
合
に

認
め
ら
れ
る）（（（
（

。

（
５
）　

第
三
者
に
対
す
る
取
締
役
の
責
任
を
全
面
的
に
否
定
す
る
見

解
も
み
ら
れ
る）（（（
（

。

（
６
）　

取
締
役
の
保
証
人
的
地
位
を
、
第
三
者
の
生
命
・
身
体
の
保

護
に
限
定
す
る
見
解
も
あ
る）（（（
（

。

（
７
）　

法
人
の
不
法
行
為
に
基
づ
く
対
外
責
任
が
常
に
、
機
関
の
不

法
行
為
に
基
づ
く
対
外
責
任
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
な

ら
ば
、
こ
れ
は
民
法
三
一
条
に
よ
り
会
社
に
も
拡
張
さ
れ
る
の
で
あ

る
が）（（（
（

、
会
社
の
対
外
責
任
は
常
に
、
そ
の
よ
う
な
機
関
に
も
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う）（（（
（

。

４　

民
事
法
上
の
機
関
の
対
外
責
任
を
限
定
的
に
の
み
認
め
る
見
解

の
理
由
づ
け
の
不
統
一
に
つ
い
て

　

学
説
お
よ
び
判
例
に
お
い
て
、
機
関
の
民
事
的
な
対
外
責
任
を
限

定
す
る
見
解
に
は
、
非
常
に
様
々
な
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は

帰
責
の
限
定
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
、
そ
し
て
機
関
説
の
批
判
に

つ
い
て
も
、
見
解
が
一
致
し
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。

 a）　

特
に
明
白
な
の
は
、
最
後
に
挙
げ
た
、
民
法
三
一
条
か
ら
推
論

す
る
見
解
で
あ
っ
て
、
通
説
的
見
解
と
は
異
な
り
、
会
社
の
不
法
行

為
に
基
づ
く
対
外
責
任
は
、
常
に
機
関
の
対
外
責
任
を
伴
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
実
際
、
従
来
の
見
解
に
囚
わ
れ
な
い
諸
文
献
に
お
い

て
は
、
民
法
三
一
条
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
機
関
指
揮
者
の
不
法
行
為

責
任
に
つ
き
、
対
外
的
な
「
損
害
賠
償
を
義
務
づ
け
る
行
為
」
が
あ

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

民
法
三
一
条
は
「
責
任
の
発
生
」
に
関
す
る
法
的
な
規
律
で
あ
っ
て
、

こ
の
規
定
が
、
法
人
の
第
二
次
的
責
任
を
、
自
己
の
行
為
に
関
す
る

第
一
次
的
な
責
任
と
結
び
つ
け
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
機
関
の
義
務
違
反
に
関
す
る
会
社
の
対
外
的
な

不
法
行
為
責
任
が
原
則
に
な
り
、
機
関
の
対
外
責
任
そ
れ
自
体
が
例
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外
─
─
そ
の
内
容
は
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
─
─
に
な
る
の

か
─
─
通
説
を
採
れ
ば
そ
の
よ
う
な
結
論
に
至
る
の
で
あ
る
が
─
─
、

こ
の
見
解
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
と
し

て
も）（（（
（

、
民
法
三
一
条
か
ら
、
ど
の
範
囲
で
「
原
則
的
に
」
法
人
が
責

任
を
負
い
、
い
つ
「
例
外
的
に
」
機
関
の
第
三
者
に
対
す
る
自
ら
の

責
任
が
生
じ
る
の
か
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

 b）　

機
関
説
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
も
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、「
会
社
法
上
の
組
織
構
成
義
務
を
第
三
者
に
対
し
て
も

拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰
に
対
し
て
も
保
護
さ
れ
る
通
行
安
全

義
務
を
認
め
る
と
い
う
形
で
、
義
務
と
帰
責
は
会
社
と
取
締
役
と
の

内
部
関
係
に
集
約
さ
せ
る
と
い
う
会
社
法
上
の
シ
ス
テ
ム
は
放
棄
さ

れ
て
し
ま
う）（（（
（

」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
機
関
説
に
お
い
て
は
、
機
関

の
対
外
的
義
務
を
、
機
関
の
会
社
に
対
す
る
義
務
の
拡
張
に
よ
っ
て

認
め
る
わ
け
で
は
な
く
、
第
三
者
に
対
す
る
機
関
の
地
位
と
活
動
か

ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら）（（（
（

、
上
述
の
理
由
づ
け
は
機
関
説
に
対
し

て
は
妥
当
し
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
第
一
に
、
会
社
法
と
は
何
ら
の

関
係
も
な
く
、
企
業
が
個
々
の
販
売
員
に
よ
り
経
営
さ
れ
て
い
る
場

合
で
あ
っ
て
も
生
じ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
義
務
内
容
を
規
定
す
る
と
、
会
社

法
上
義
務
と
帰
責
を
内
部
関
係
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
こ

と
に
な
る
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
理
由
づ
け
を
要
す

る
で
あ
ろ
う
。
株
式
会
社
法
九
三
条
二
項
第
一
文
、
有
限
会
社
法
四

三
条
二
項
に
お
け
る
機
関
責
任
に
関
す
る
規
定
は
、
機
関
説
と
矛
盾

す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
単
に
機
関
の
内
部
責
任
を

規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
対
外
責
任
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。
会
社
法
上
の
責
任
に
関
す
る
諸
規
定
も
ま
た
、
立
法

者
が
、
株
式
会
社
法
・
有
限
会
社
法
上
の
会
社
機
関
の
対
外
責
任
を

意
図
的
に
「
無
視
」
し
た）（（（
（

と
い
う
こ
と
を
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
く
、

不
法
行
為
と
、
犯
罪
行
為
に
よ
る
第
三
者
の
侵
害
に
つ
い
て
生
じ
る

機
関
の
対
外
責
任
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
結
論
に
は
つ
な

が
ら
な
い
の
で
あ
る
。

 c）　

よ
り
詳
し
く
は
、
機
関
説
と
会
社
法
上
の
帰
責
秩
序
の
間
の
コ

ン
フ
リ
ク
ト
は
、
機
関
説
で
は
機
関
の
不
法
行
為
法
上
の
対
外
責
任

が
肯
定
さ
れ
る
た
め
、
対
外
責
任
の
債
務
者
と
し
て
は
機
関
と
会
社

は
別
個
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
要
請
が
放
棄
さ
れ
る
と
い
う
点
に
見

出
さ
れ
る
と
も
い
い
う
る
。

　

 aa）　

ま
ず
、
会
社
法
上
機
関
と
会
社
は
別
個
の
存
在
で
あ
る
と
い

う
原
則
は
）
（（（
（

、
当
然
こ
こ
で
は
関
係
が
な
い）（（（
（

。
な
ぜ
な
ら
ば
、
機
関
の

不
法
行
為
責
任
は
、
機
関
の
第
一
次
的
な
自
己
の
責
任
で
あ
っ
て
、
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会
社
と
の
関
係
に
お
い
て
負
わ
さ
れ
る
責
任
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

 bb）　

し
か
し
な
が
ら
、「
契
約
上
の
責
任
の
拡
張
に
よ
り
、
不
法

行
為
法
の
裏
口
か
ら
、
責
任
関
係
の
相
対
性
の
原
則
を
」
侵
害
し
て

い
る）（（（
（

と
の
危
険
は
生
じ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、

キ
ル
ヒ
／
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
事
件
判
決
に
お
い
て
（
建
築
資
材
判
決
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
る
が
）、
契
約
法
上
の
責
任
を
、
会
社
に
つ
い
て

の
み
認
め
、
機
関
に
つ
い
て
は
認
め
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
連

邦
通
常
裁
判
所
は
、
大
変
行
き
過
ぎ
た
─
─
と
て
も
支
持
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
─
─
理
由
づ
け
に
基
づ
い
て
、
機
関
の
不
法
行
為
法
上

の
対
外
的
義
務
を
会
社
と
第
三
者
と
の
契
約
関
係
か
ら
導
き
出
し
て

い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
機
関
の
不
法
行
為
法
上
の
諸
義
務
を

規
定
す
る
際
に
は
、
機
関
が
事
実
上
契
約
上
の
対
外
責
任
を
負
わ
せ

ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
民
法
八
二
三
条
一
項
の
解
釈
の
民
事
的
な
問
題
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
は
、
以
下
の
点
の
み
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
そ

の
点
に
つ
い
て
の
答
え
は
、
機
関
説
・
例
外
説
に
い
ず
れ
を
取
る
か

ど
う
か
に
は
お
そ
ら
く
関
係
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

例
外
説
に
拠
っ
た
と
し
て
も
、
た
し
か
に
キ
ル
ヒ
／
ブ
ロ
イ
ヤ
ー

事
件
に
お
け
る
機
関
の
対
外
責
任
は
す
ぐ
さ
ま
排
除
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
積
極
的
作
為
に
よ
る
損
害
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る
発

言
）
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
重
要
な
の
は
、

例
外
説
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
行
為
が
不
法
行
為
法
上
の
諸
義
務
に
違

反
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
義
務
内
容
を
定
め
る
際
に
は
、
機

関
の
地
位
を
、
よ
り
具
体
的
に
は
ド
イ
ツ
銀
行
と
キ
ル
ヒ
グ
ル
ー
プ

と
の
契
約
関
係
を
も
含
め
て
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
例
外
説
に
よ
っ
て
も
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い）（（（
（

。
義
務

内
容
を
定
め
る
場
合
に
は
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
キ

ル
ヒ
／
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
事
件
判
決
に
お
い
て
行
っ
た
よ
う
に
、
あ
る
機

関
の
行
為
が
、
こ
の
役
割
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な

ら
ば
、
機
関
説
・
例
外
説
の
双
方
に
お
い
て
同
じ
よ
う
に
、
機
関
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
、
会
社
と
第
三
者
間
の
契
約
違
反
行
為
が
す
べ
て

即
座
に
、
機
関
の
第
三
者
に
対
す
る
不
法
行
為
義
務
違
反
と
評
価
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

５　

民
事
的
対
外
責
任
と
刑
法
上
の
事
業
主
責
任
の
存
在
理
由

　

機
関
説
に
対
す
る
詳
細
な
理
論
的
議
論
は
、
こ
れ
ま
で
、
そ
の
重

要
性
を
十
分
認
識
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
お
そ
ら
く
、
機
関

説
の
不
適
切
な
側
面
は
、
民
事
的
に
は
機
関
の
対
外
責
任
を
限
定
す

る
そ
の
根
拠
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
帰
責
の
限
定

が
行
わ
れ
る
実
際
的
な
理
由
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
積
極
的
な
経
済
的
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効
果
で
あ
っ
て
、
自
然
人
の
経
済
的
活
動
に
お
け
る
投
資
欲
の
促
進

で
あ
る
。

　

帰
責
の
限
定
が
投
資
に
向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
も
っ

て
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
、
そ
し
て
（
無
制
限
の
）
法
人
責
任
と

（
限
定
的
な
）
社
員
の
個
人
責
任
と
を
適
切
に
区
別
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
強
め
ら
れ
る
。
今
日
、（
民
法
上
）
よ
く
用
い
ら
れ
る
経
済

学
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
社
員
の
危
険
嫌
い
を
排
除
す
る
こ
と
に

よ
る
投
資
の
促
進
）
（（（
（

」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
社
員
の
免
責
は
、
株
式
会
社
や
有
限
会
社
の
よ
う
な
法
人
に
お
い

て
は
企
業
上
の
決
定
が
大
概
の
場
合
は
社
員
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
問
題
と
は
な
ら
な
い
。

む
し
ろ
、
機
関
の
対
外
責
任
を
限
定
し
た
と
し
て
も
、「
企
業
に
よ

る
危
険
の
債
権
者
へ
の
拡
張
）
（（（
（

」
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 a）　

こ
こ
に
お
い
て
、
何
故
民
事
的
な
帰
責
と
刑
事
上
の
応
報
が
、

「
異
な
る
世
界
に
」
属
す
る）（（（
（

、
あ
る
い
は
「
基
本
的
に
違
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
配
置
さ
れ
る）（（（
（

」
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
刑

法
に
お
い
て
は
、
適
切
な
「
犯
罪
行
為
の
有
す
る
不
法
に
対
す
る
、

国
家
に
よ
る
回
顧
的
な
対
応
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
法

に
お
い
て
は
「
正
当
な
損
害
の
填
補
）
（（（
（

」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
個
人
か
ら
会
社
へ
事
業
遂
行
の
主
体
を
移
行

さ
せ
る
こ
と
は
、
異
な
る
帰
責
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る）（（（
（

。

　

 aa）　

こ
の
移
行
に
よ
り
、
危
険
な
業
務
を
開
始
し
た
者
の
、
疑
い

も
な
く
対
外
的
な
義
務
を
、
適
切
に
、
様
々
な
役
割
、
そ
し
て
様
々

な
機
能
の
担
い
手
に
分
散
さ
せ
る
と
い
う
刑
法
上
の
課
題
が
生
じ
る
。

こ
の
役
割
と
機
能
の
担
い
手
は
、
個
々
の
経
営
主
体
の
代
わ
り
に
、

分
業
的
に
組
織
さ
れ
た
企
業
が
登
場
す
る
場
合
に
生
じ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
役
割
分
散
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

争
い
う
る
。
し
か
し
、
個
々
の
事
業
主
が
、
第
三
者
を
危
険
に
さ
ら

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
本
来
的
に
負
っ
て
い
る
義
務
の
対
外
的
な

作
用
は
維
持
さ
れ
、
し
か
も
、
代
理
の
す
べ
て
の
段
階
で
原
則
的
に

維
持
さ
れ
る
。
何
度
も
批
判
さ
れ
て
い
る
「
組
織
化
さ
れ
た
無
責

任
」
を
回
避
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
企
業
内
部
で
の
分
業
の
過
程
で
、

第
三
者
の
法
益
侵
害
に
対
す
る
刑
法
的
な
答
責
性
が
消
え
う
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
個
人
的
な
「
刑
法
上
の
対
外
責
任
」
に

つ
い
て
も
、
こ
の
こ
と
は
同
様
に
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法

人
自
身
の
処
罰
が
、
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
い
て
は
今
で
も
否
定
さ
れ
て

い
る
か
ぎ
り
、
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
現
行
法
が
法
人
処
罰

を
予
定
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
自
然
人
の
可
罰
性
を
補
う
に

す
ぎ
ず
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
同
様
の
こ
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と
が
い
え
る）（（（
（

。

　

 bb）　

こ
れ
に
対
し
て
民
法
に
お
い
て
は
常
に
以
下
の
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
も
し
、
事
業
主
と
し
て
の
性
格
が
、
自
然
人
か
ら
法
人
へ

と
移
行
し
た
な
ら
ば
、
後
者
は
自
然
人
の
替
わ
り
に
な
る
の
で
あ
る
。

移
行
の
結
果
、
法
人
に
は
保
護
義
務
と
損
害
を
回
避
す
べ
き
義
務
が

排
他
的
に
、
あ
る
い
は
第
一
次
的
に
発
生
す
る
が
、
法
人
は
、
被
害

を
被
っ
た
者
に
対
す
る
帰
責
主
体
と
し
て
通
常
、
企
業
の
個
々
の
労

働
者
よ
り
も
有
望
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
被
害
の
賠
償
は
、
法
人
に
対

し
て
請
求
し
た
方
が
、
完
全
に
充
足
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
案
に

お
い
て
は
、
個
々
の
企
業
の
構
成
員
、
こ
の
中
に
は
機
関
も
含
ま
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
者
の
民
事
的
な
責
任
が
、
排
斥
さ
れ
、
あ
る
い
は

例
外
的
な
事
例
に
の
み
限
定
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
容
認
し
う
る）（（（
（

。

 b）　

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
の
、
第
三
者
に
対
す
る
民
事
的
な
機
関

の
責
任
に
つ
い
て
の
最
終
結
論
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
法
や

そ
の
他
の
法
秩
序
に
合
致
し
な
い
も
の
で
あ
る）（（（
（

。
こ
の
結
論
は
当
事

者
に
と
っ
て
も
都
合
の
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
第
三
者
は
、
会
社
に

対
す
る
賠
償
請
求
が
会
社
の
破
産
な
ど
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
な
い
場

合
に
お
い
て
は
、
機
関
の
個
人
的
な
対
外
責
任
に
つ
い
て
関
心
を
有

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
利
益
は
、
強
制
債
権

者
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
同
様
に
保
護
に
値
す
る
。
こ
の
よ

う
な
債
権
者
、
特
に
不
法
行
為
に
基
づ
く
債
権
を
有
し
て
い
る
者
に

対
し
て
は
─
─
法
人
の
契
約
当
事
者
と
は
異
な
り
─
─
そ
の
法
人
の

機
関
が
個
人
的
に
は
責
任
を
負
わ
な
い
法
人
と
の
関
わ
り
合
い
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
異
論
を
唱
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
う
い
っ
た
場
合
に
お
い
て
ま
で
、
機
関
に
責
任
を

負
わ
せ
な
い
と
す
れ
ば
、
経
済
的
観
点
か
ら
見
る
と
、「
自
発
的
に

債
権
者
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
者
た
ち
に
対
す
る
負
担
の
押
し
付

け
」
と
い
う
受
け
入
れ
が
た
い
帰
結
に
陥
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う）（（（
（

。

　

そ
れ
ゆ
え
、
法
人
の
機
関
は
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
み
対
外
責
任
を

負
う
と
い
う
こ
と
は
、
法
人
の
機
関
が
、
機
関
と
し
て
行
っ
た
不
法

行
為
に
つ
い
て）（（（
（

、
そ
れ
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
第
三
者
に
対
し
て
も

帰
責
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
親
和
的
で
あ
る）（（（
（

。
解
釈
論
と
し
て
は
、

こ
の
こ
と
は
、
民
法
八
二
三
条
二
項
に
よ
り
、
不
法
行
為
が
同
時
に
、

被
害
を
被
っ
た
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る
刑
罰
法
規
に
違
反
す
る
犯

罪
行
為
に
該
当
す
る
場
合
に
も
妥
当
す
る）（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
現
行
法
下

で
は
、（
不
法
行
為
法
上
の
）
自
己
の
対
外
責
任
は
、
刑
事
上
の
答

責
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

機
関
が
、
第
三
者
に
対
し
て
、
機
関
と
し
て
犯
罪
行
為
を
行
い
、

そ
の
結
果
惹
起
さ
れ
た
損
害
に
つ
き
（
民
法
八
二
三
条
二
項
に
基
づ

い
て
）
無
制
限
に
帰
責
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
例
外
説
に
よ
っ
て
（
民



72

法学研究 90 巻 8 号（2017：8）

法
八
二
三
条
一
項
に
基
づ
い
て
）
帰
責
さ
れ
る
機
関
の
対
外
責
任
よ

り
も
、
帰
責
範
囲
が
若
干
拡
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）（（（
（

。
例
え
ば
、

カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
の
、
清
掃
義
務
違
反
の
事
案
に

お
い
て
、
取
締
役
に
よ
っ
て
─
─
作
為
・
不
作
為
の
い
ず
れ
に
よ
る

か
に
か
か
わ
ら
ず
─
─
過
失
傷
害
行
為
が
行
わ
れ
た
結
果
、
有
限
会

社
の
み
な
ら
ず
取
締
役
自
身
が
損
害
賠
償
責
任
を
被
害
者
に
対
し
て

負
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
際
、
当
該
取
締
役
に
よ
っ
て
違
反

さ
れ
た
義
務
の
重
さ
や
、
他
の
「
個
人
的
」
事
情
の
有
無
な
ど
が
こ

れ
に
加
え
て
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
い）（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
結
論
と

し
て
は
こ
の
違
い
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
た
め
、
厳
し
い
対
外
責

任
を
問
わ
れ
る
た
め
に
、
機
関
が
何
等
か
の
決
定
を
下
す
に
あ
た
っ

て
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
に
つ
い
て
消
極
的
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
す
る
必
要
は
な
い）（（（
（

。

　

な
ぜ
な
ら
ば
機
関
は
、
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
問
題
と
な
る
諸
事
例
に

お
い
て
、
よ
り
厳
し
い
内
部
責
任
を
負
わ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ

る
。
被
害
を
被
っ
た
第
三
者
は
、
会
社
が
負
っ
て
い
る
対
外
責
任
を
、

会
社
の
機
関
に
対
す
る
内
部
責
任
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
機
関
に

責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る）（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、

機
関
が
会
社
に
対
し
て
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
責
任
を
負
う
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、
─
─

倒
産
し
た
場
合
以
外
に
お
い
て
も）（（（
（

─
─
、
法
の
現
実
に
お
い
て
は
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
点
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い）（（（
（

。

　

そ
れ
に
伴
い
、
機
関
が
企
業
に
関
す
る
決
断
を
下
す
に
あ
た
っ
て

は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
リ
ス
ク
を
冒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
さ
ほ
ど
広
く
は
認
め
ら
れ
な
い
対
外
責
任
が
正
確
に
は

ど
の
範
囲
ま
で
及
ぶ
の
か
と
い
う
問
題
は
、
大
し
て
意
味
を
持
た
な

い
こ
と
に
な
る）（（（
（

。
機
関
が
会
社
に
対
し
て
負
う
義
務
を
、
適
切
に
限

定
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第

一
部
が
ジ
ー
メ
ン
ス
／
ノ
イ
ビ
ュ
ル
ガ
ー
事
件
で
認
め
た
よ
う
に

─
─
学
説
の
広
い
支
持
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
─
─
そ
も
そ
も

内
部
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
対
外
責
任
に
関
す
る

原
則
と
ま
っ
た
く
関
係
な
く
危
険
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

６　

機
関
が
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
民
事
的
な
対
外
責

任
　

機
関
が
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
民
事
的
な
対
外
責
任

は
、
現
行
法
、
つ
ま
り
民
法
八
二
三
条
二
項
に
相
応
す
る
ば
か
り
で

な
い）（（（
（

。
こ
れ
は
、
む
し
ろ
、
法
人
の
機
関
が
対
外
責
任
を
限
定
的
に

し
か
負
わ
な
い
理
由
と
も
親
和
的
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、（
刑
法
外

の
）
民
法
上
の
機
関
の
責
任
に
関
す
る
諸
原
則
と
一
致
さ
せ
よ
う
と
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し
て
、（
刑
法
上
の
）
機
関
の
行
為
の
可
罰
性
の
内
容
を
修
正
す
る

必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

 a）　

す
な
わ
ち
、
刑
法
的
に
通
説
的
な
機
関
責
任
の
モ
デ
ル
と
、
民

事
的
に
広
く
維
持
さ
れ
て
い
る
対
外
責
任
の
限
定
と
の
間
に
お
け
る

矛
盾
は
、
表
面
的
な
も
の
で
は
な
く
実
際
に
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

刑
法
は
、
民
法
八
二
三
条
二
項
に
お
け
る
機
関
の
民
事
的
対
外
責
任

の
限
定
に
、
超
え
て
は
な
ら
な
い
限
界
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
刑
事
部
お
よ
び
民
事
部
の
審
理
経
過
が
異
な
っ

て
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
矛
盾
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
合
議
体
の
大
法

廷
で
（
裁
判
所
構
成
法
一
三
二
条
二
項
参
照
）
解
決
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
し
か
も
、
判
例
は
す
で
に
こ
の
点
を
視
野
に
入
れ
て
い
る）（（（
（

。

第
六
民
事
部
は
す
で
に
、
二
〇
一
二
年
の
判
決
で
、
保
証
人
的
地
位

が
あ
る
か
ど
う
か
は
「
抽
象
的
基
準
で
決
定
さ
れ
て
は
な
ら
ず
」、

「
事
案
の
個
別
具
体
的
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
と
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る）（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
判
決
の
基
本
的
な
理

由
づ
け
は
一
般
論
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
─
─
刑
法
に
関
し
て
で
あ

る
が
─
─
被
害
を
被
っ
た
株
式
会
社
に
対
し
て
「
被
告
人
が
保
証
人

的
地
位
」
を
有
し
て
い
る
か
は
、「
取
締
役
と
し
て
の
立
場
か
ら
の

み
生
じ
る
の
で
は
な
い）（（（
（

」
と
い
う
、
刑
事
判
決
が
従
っ
て
き
た
、
企

業
に
関
連
す
る
義
務
の
定
義
づ
け
に
あ
た
っ
て
の
判
示
と
矛
盾
し
て

い
る
と
い
え
る）（（（
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
矛
盾
は
、
将
来
的
に
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
合
議
体
の
大
法
廷
で
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 b）　

機
関
の
行
為
に
関
す
る
可
罰
性
は
、
機
関
説
・
例
外
説
の
い
ず

れ
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
さ
ら
に
残
る
。
ま

ず
、
刑
事
判
例
と
学
説
に
お
い
て
は
、
機
関
説
が
支
配
的
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
そ
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
の
考
察
に
よ
り
、
刑
法
的
に
は
機
関
説
を
支
持
す
る
の
が
よ
い
こ

と
が
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
え
よ
う）（（（
（

。
機
関
説
は
、
刑
法
一

四
条
、
秩
序
違
反
法
九
条
に
お
け
る
帰
責
モ
デ
ル
、
さ
ら
に
は
、
皮

革
用
ス
プ
レ
ー
判
決
以
来
、
刑
事
実
務
で
通
説
と
な
っ
た
、
企
業
に

関
連
し
た
考
察
方
法
）
（（（
（

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
機
関
説
は
、

業
務
執
行
部
が
自
然
人
か
ら
法
人
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
刑
事

的
答
責
性
が
希
薄
化
す
る
の
を
阻
止
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

も
し
例
外
説
に
従
い
、
被
害
を
受
け
た
第
三
者
に
対
し
て
機
関
が

保
証
人
的
地
位
に
立
つ
た
め
に
は
、
特
別
の
「
個
人
的
」
事
情
が
要

求
さ
れ
る
な
ら
ば
、
民
事
的
に
納
得
の
い
く
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
機
関
も
責
任
を
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
債
務
者
が
二
人
い
る

こ
と
に
な
り
、
法
人
の
債
権
者
が
優
遇
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、

な
ど
と
い
っ
た
理
由
で
あ
る）（（（
（

。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
配
慮
は
、
刑
法
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上
は
不
要
で
あ
る
。
他
に
責
任
を
負
う
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

個
々
人
の
刑
事
的
答
責
性
に
影
響
し
な
い
か
ら
で
あ
る）（（（
（

。

　

機
関
の
第
三
者
に
対
す
る
保
証
人
的
地
位
が
、
自
己
の
機
関
と
し

て
の
地
位
か
ら
、
ひ
い
て
は
法
人
に
お
け
る
業
務
執
行
へ
の
参
加
か

ら
導
き
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
個
人
的
な
」
特
別
な
事
情
の
存

在
に
よ
る
理
由
づ
け
に
よ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
は
、
刑
法
的
に
み
れ

ば
、
承
認
し
が
た
い
事
後
責
任
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
刑
法
の
観
点
か

ら
す
れ
ば
─
─
不
作
為
犯
責
任
を
問
う
場
合
は
別
で
あ
る
が
─
─
事

業
に
関
連
し
た
作
為
に
つ
い
て
の
機
関
の
責
任
を
例
外
説
の
立
場
か

ら
、
問
題
な
く
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
機
関
構
成
員
が
被
害
者
に

対
し
て
「
自
ら
の
手
に
よ
り
」
行
動
す
る
か
否
か
は
、
偶
然
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ
か
ら
で
あ
る）（（（
（

。

 c）　

刑
法
的
な
観
点
か
ら
は
、
例
外
説
に
従
い
、
作
為
・
不
作
為
の

相
違
を
強
調
す
る
こ
と
は
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
が
、
不
法
行
為
法
上

も
、
そ
の
よ
う
な
区
別
は
自
明
の
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
点
に
は
、

留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う）（（（
（

。
例
え
ば
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方

裁
判
所
の
事
案
を
変
え
て
、
通
行
人
が
怪
我
を
し
た
の
で
は
な
く
、

着
物
を
汚
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
取
締
役
に
は
故
意
が
認

め
ら
れ
な
い
か
ら
、
民
法
八
二
三
条
二
項
、
刑
法
三
〇
三
条
に
基
づ

く
取
締
役
の
対
外
責
任
は
否
定
さ
れ
る）（（（
（

。
取
締
役
が
注
意
せ
ず
に
清

掃
し
た
な
ら
ば
、
民
法
八
二
三
条
一
項
に
よ
り
、
作
為
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
過
失
に
よ
る
所
有
権
侵
害
で
あ
る
と
し
て
、
や
は
り
通
行
人

に
対
し
て
責
任
を
負
う
。
義
務
に
違
反
し
て
ま
っ
た
く
清
掃
し
な

か
っ
た
場
合
、
取
締
役
が
負
っ
て
い
る
義
務
を
、
─
─
事
業
関
連
性

が
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
該
取
締
役
に
「
個
人
的
に
」
該

当
す
る
義
務
だ
と
評
価
す
れ
ば
─
─
、
例
外
説
に
よ
る
と
、
民
法
八

二
三
条
一
項
に
よ
る
責
任
を
通
行
人
に
対
し
て
負
わ
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
清
掃
義
務
は
当
該
有
限
会
社
に
対
し
て
の
み
負
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
違
反
は
対
外
的
義
務
を
基
礎
づ
け
る
わ
け
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。

Ⅴ　

ま
と
め

　

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
お
け
る
重
要
な
結
論
を
手
短
に
ま

と
め
て
お
こ
う
。
刑
事
実
務
上
の
機
関
説
お
よ
び
事
業
主
責
任
に
関

す
る
通
説
と
、
民
事
上
の
判
例
・
通
説
で
あ
る
、
機
関
の
対
外
責
任

を
限
定
す
る
理
論
と
は
、
相
い
れ
な
い
。
刑
法
上
は
通
説
で
あ
る
機

関
説
が
、
機
関
の
対
外
責
任
を
基
礎
づ
け
る
義
務
を
、
機
関
と
し
て

の
地
位
か
ら
導
き
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、
民
法
上
の
通
説
で
あ
る

例
外
説
は
、
こ
れ
を
否
定
し
、
機
関
の
対
外
責
任
を
、
─
─
個
々
の

事
案
に
お
い
て
は
、
非
常
に
多
様
な
形
で
認
め
ら
れ
る
─
─
特
別
の
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「
個
人
的
」
例
外
事
由
が
あ
る
場
合
に
の
み
認
め
る
、
と
い
う
点
に

お
い
て
、
両
者
は
理
論
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
不
法

行
為
法
と
刑
法
が
交
錯
す
る
場
面
に
お
い
て
、
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
解
釈
に
お
い
て
は
、
刑
事
的
な
保
護
規
定

に
機
関
が
違
反
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
の
違
反
行
為
が
同
時
に
機

関
の
不
法
行
為
責
任
に
よ
る
対
外
責
任
を
基
礎
づ
け
る
場
面
（
民
法

八
二
三
条
二
項
）
で
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
機

関
説
に
軍
配
が
上
が
る
。
機
関
説
は
、
刑
法
上
例
外
説
よ
り
優
れ
て

い
る
ば
か
り
で
な
く
、
民
事
上
、
機
関
の
対
外
責
任
を
限
定
的
に
認

め
る
場
合
の
、
そ
の
理
由
づ
け
と
ま
っ
た
く
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
機
関
責
任
を
広
く
認
め
す
ぎ
る
の
は
避
け
る
べ

き
で
あ
り
、
機
関
管
理
者
が
、
実
行
を
期
待
で
き
な
い
義
務
を
課
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
過
大
な
責
任
を
負
わ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
刑
事
の
み
な
ら
ず
、
民
事
上
、
そ
し
て
機
関
の
内
部

責
任
と
対
外
責
任
が
同
様
に
認
め
ら
れ
る
場
面
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
る
。
例
え
ば
、「
取
締
役
に
対
し
、
競
争
法
違
反
に
つ
い
て
の
一

般
的
な
責
任
が
問
わ
れ
る
事
案
に
お
い
て
、
計
算
不
能
な
リ
ス
ク
を

負
わ
せ
る）（（（
（

」
な
ら
ば
、
競
争
法
違
反
を
防
止
す
べ
き
義
務
を
、
取
締

役
に
対
し
て
、
対
内
的
の
み
な
ら
ず
対
外
的
に
も
、
一
般
的
に
負
わ

せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ジ
ー
メ
ン
ス
／
ノ
イ
ビ
ュ
ル
ガ
ー
事

件
に
お
い
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
第
一
部
が
設
定
し
た
よ
う
な
、
対

内
的
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
義
務
は
、
明
ら
か
に
行
き
過
ぎ
で
あ
っ
て
、

決
し
て
刑
法
上
・
秩
序
違
反
法
上
の
解
釈
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。

（
136
）　

そ
の
際
、
選
任
・
監
督
義
務
は
本
人
に
残
さ
れ
る
。

（
137
）　

よ
り
詳
し
く
い
え
ば
、
不
法
行
為
法
上
の
対
外
責
任
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
す
る
契
約
法
上
、
あ
る
い
は
信
義
則
上
の
責
任
に
つ
い

て
は
、Bitter ZInsO

 2010, 1561 ff.

を
参
照
。

（
138
）　

例
え
ば
、Seulen FA

Z v. 17.10.2012, 19; Jacobi N
J 2012, 

432 f.; Paefgen Causevic BGH
 EW

iR 

§ 43 Gm
BH

G 2/12, 
597

。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
第
六
民
事
部
の
見
解
を
支
持
し
、
刑
事

部
の
判
断
に
は
反
対
し
て
い
る
。
賛
成
す
べ
き
考
察
と
し
て
、C. 

D
annecker, N

ZW
iSt 2012, 441 (442 ff.); Zim

m
erm

ann, 
Strafbarkeitsrisiken, 155 ff., 164 ff.

。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
刑

法
的
な
事
業
主
責
任
に
賛
成
し
、
第
六
民
事
部
の
見
解
に
は
反
対
し

て
い
る
。

（
139
）　

す
な
わ
ち
、「
会
社
の
活
動
が
合
法
的
で
あ
る
よ
う
に
配
慮
す

べ
き
」
機
関
構
成
員
の
義
務
で
あ
る
（BGH

 w
istra 2012, 380 

Rn. 22

）。

（
140
）　BGH

 w
istra 2012, 380 Rn. 23.

（
141
）BGH

 w
istra 2012, 380 Rn. 24, 26.

（
142
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
Ｉ
3 

c)
を
参
照
。

（
143
）　O

LG K
arlsruhe Gm

bH
R 2013, 267.
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（
144
）　O

LG K
arlsruhe Gm

bH
R 2013, 267 f.

（
145
）　

連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
二
年
七
月
一
〇
日
第
六
民
事
部
判

決
を
引
用
し
つ
つ
、O

LG K
arlsruhe Gm

bH
R 2013, 267 f.

は
、

「
取
締
役
と
し
て
個
人
的
に
も
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
許
さ
れ
な
い
自
己
の
行
為
」
を
被
告
人
は
行
っ
た
と
は
い
え

な
い
と
し
た
上
で
、
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、「
自
ら
の
行

為
に
よ
っ
て
損
害
を
生
ぜ
し
め
た
場
合
で
な
く
て
も
」
機
関
管
理
者

の
個
人
的
な
対
外
責
任
が
問
題
と
な
る
、
と
し
た
。「
自
己
の
行
為
」

「
自
ら
の
行
為
に
よ
る
損
害
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
作
為
に
よ
る
損
害
を
想
定

し
た
と
い
え
る
。

（
146
）　O

LG K
arlsruhe Gm

bH
R 2013, 267 (268).

上
級
地
方
裁
判

所
は
、
引
き
続
き
、
最
後
に
掲
げ
た
例
外
を
、
様
々
な
形
で
言
い
換

え
て
い
る
が
、
そ
の
言
い
換
え
は
概
念
的
に
認
容
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、「
取
締
役
が
、
危
険
状
態

の
回
避
を
、
自
己
の
職
責
の
範
囲
内
で
求
め
ら
れ
て
い
る
」
場
合
や
、

「
当
該
取
締
役
が
自
己
の
職
責
と
関
連
し
た
保
証
人
的
地
位
か
ら
、

第
三
者
の
法
益
を
危
険
に
さ
ら
し
、
あ
る
い
は
侵
害
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
民
法
八
二
三
条
一
項
に
よ
り
、
当
該
第
三
者
に
対
し
て
責
任

を
負
っ
て
い
る
場
合
」
に
お
け
る
対
外
責
任
と
い
っ
た
も
の
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
147
）　O

LG K
arlsruhe Gm

bH
R 2013, 267 (268).

（
148
）　

Ｋ
の
怪
我
が
、
清
掃
義
務
違
反
に
よ
る
も
の
だ
と
本
当
に
い
え

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
以
下
で
検
討
す
る
。

（
149
）　

彼
が
有
責
的
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
で
あ
る
。

（
150
）　

そ
の
際
に
は
、
Ｗ
に
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
が
、
こ
の
義
務
は
「
よ
り
内
部
的
な
関
係
」
に
お
い
て
、「
事

業
上
の
活
動
」
と
の
関
連
、「
事
業
の
種
類
」（
レ
ス
ト
ラ
ン
）
と
の

関
連
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、BGH

St 57, 42 Rn. 13 

に
よ

れ
ば
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
事
業
関
連
性
が
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
事
業

関
連
性
に
つ
い
て
詳
し
い
最
近
の
文
献
と
し
て
、Bülte, 

V
orgesetztenverantw

ortlichkeit im
 Strafrecht, 2015, 127 

ff., 154 ff.

が
あ
る
。

（
151
）　
「
対
外
関
係
に
お
け
る
機
関
構
成
員
と
し
て
」
責
任
を
負
わ
せ

る
際
に
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
な
「
重
要
性
」
は
こ
の
Ｇ
の
義
務
違
反

に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
上
級
地
方
裁
判
所
の
判
断
は
（O

LG 
K

arlsruhe Gm
bH

R 2013, 267, 268

）、
刑
法
学
的
に
は
何
ら
の

手
が
か
り
も
も
た
ら
さ
ら
な
い
。
不
真
正
不
作
為
犯
に
お
い
て
は
、

構
成
要
件
該
当
性
が
充
足
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
必
要
な
「
重

み
」
が
す
ぐ
に
与
え
ら
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
過
失

傷
害
罪
の
場
合
に
は
、
保
証
人
と
し
て
の
義
務
に
違
反
し
た
不
作
為

に
よ
っ
て
健
康
障
害
、
あ
る
い
は
身
体
傷
害
が
他
人
に
生
じ
た
場
合

に
、
そ
の
よ
う
な
「
重
み
」
が
認
め
ら
れ
る
。

（
152
）　H

ager, in: Staudinger, K
om

m
entar zum

 BGB, 13. A
ufl. 

2009, §
823 B

G
B

 R
n. G

 42; W
agner, in: M

ünchener 
K

om
m

entar zum
 BGB, 6. A

ufl. 2013, 

§ 823 Rn. 423

参
照
。



77

コンプライアンスの欠如に関する刑事責任と民事責任の関係について

（
153
）　BGH

Z 109, 297 (298).
（
154
）　BGH

Z 109, 297 (300). 

こ
の
よ
う
な
法
的
状
況
は
、
そ
の
後
、

商
法
三
五
四
ａ
条
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
。

（
155
）　BGH

Z 109, 297 (300 f.).

（
156
）　BGH

Z 109, 297 (303).

（
157
）　

こ
こ
で
は
そ
の
者
が
自
ら
行
為
し
な
い
ケ
ー
ス
が
扱
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
さ
え
も
同
様
で
あ
る
。

（
158
）　BGH

Z 109, 297 (302).

（
159
）　BGH

Z 109, 297 (303).

（
160
）　BGH

Z 109, 297 (304 f.).

（
161
）　BGH

Z 109, 297 (305 f.).

（
162
）　Bachm

ann, Reform
 der O

rganhaftung? M
aterielles 

H
aftungsrecht und seine D

urchsetzung in privaten und 
öffentlichen U

nternhm
en, G

utachten E
 zum

 70. 
D

eutschen Juristentag, 2014 (Gutachen), E 118.

（
163
）　M

ertens/M
ertens JZ 1990, 488 (489)

参
照
。
最
近
で
は
、 

Paefgen/D
ettke EW

iR 2014, 579 (580)

が
、
本
件
判
決
に
つ

き
、「
理
論
的
に
誤
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
第
六
民
事
部
は
、

BGH
 w

ista 2012, 380

に
お
い
て
は
、
以
前
の
判
決
か
ら
明
ら
か

に
異
な
る
立
場
に
立
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

（
164
）　

建
築
資
材
判
決
と
皮
革
用
ス
プ
レ
ー
判
決
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

Bitter ZInsO
 2010, 1561 (1576 ff.)

も
正
し
い
結
論
を
導
き
出
し

て
い
る
。

（
165
）　BGH
Z 166, 84 ff.

（
166
）　

こ
の
請
求
は
原
告
に
よ
り
取
り
下
げ
ら
れ
た
。

（
167
）　BGH

Z 166, 84 Rn. 25 ff.

（
168
）　BGH

Z 166, 84 Rn. 114 ff.

（
169
）　

信
用
受
供
者
に
被
害
を
与
え
る
よ
う
な
行
為
を
一
切
慎
む
べ
き

と
い
う
、
会
長
の
株
式
会
社
に
対
す
る
組
織
上
の
義
務
と
は
別
個
の

義
務
で
あ
る
（BGH

Z 166, 84 Rn. 125

）。

（
170
）　BGH

Z 166, 84 Rn. 126 ff.

（
171
）　BGH

Z 166, 84 Rn. 127.

（
172
）　BGH

Z 166, 84 Rn. 124 f.

（
173
）　BGH

Z 166, 84 Rn. 126.

（
174
）　BGH

Z 166, 84 Rn. 127

は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
資
本
会
社
と
契
約
す
る
相
手
方
は
、
自
然
人
が
無
限

責
任
を
負
う
場
合
に
比
し
て
、
損
害
を
受
け
や
す
く
な
る
と
い
う
危

険
が
生
じ
て
し
ま
う
。」

（
175
）　

例
え
ば
、H

ellgardt W
M

 2006, 1514 (1515); M
öllers/

Beutel N
ZG 2006, 338 (340)

。

（
176
）　Spindler JZ 2006, 741 (744).

（
177
）　D

erleder/Fauser BB 2006, 949 (951 Fn. 27)

は
、
法
秩

序
の
一
元
性
と
い
う
観
点
を
考
慮
す
る
。

（
178
）　H

ellgardt W
M

 2006, 1514 ff.; Spindler JZ 2006, 741 (744).

（
179
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
は
、Rieble CCZ 2010, 1 

(3)

参
照
。
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（
180
）　

例
え
ば
、BGH w

istra 2012, 380

や OLG Karlsruhe Gm
bHR 

2013, 267

。

（
181
）　K

G N
ZG 2013, 586 (588 ff. unter 5.a. - g.). 

本
判
決
は
有

限
会
社
の
責
任
を
認
め
て
い
る
が
、
取
締
役
の
対
外
責
任
は
認
め
て

い
な
い
。
こ
の
判
断
は
、
二
〇
一
四
年
六
月
一
八
日
連
邦
通
常
裁
判

所
判
決
で
も
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。BGH

 ZIP 2014, 1475 m
it 

A
nm

. Paefgen/D
ettke EW

iR 2014, 579.

（
182
）　

こ
の
点
に
つ
き
、K

G N
ZG 2013, 586 (588 f. - 5.a.)

。
特
に 

H
aas/Ziem

ons, in: M
ichalski, K

om
m

entar zum
 Gm

bH
G, 2. 

A
ufl. 2010, 

§ 43 Rn. 343a, 343b

を
参
照
し
て
い
る
。

（
183
）　K

G
 N

ZG
 2013, 586 (589 - 5.b.) 

は
、Schneider, 

in: Scholz, K
om

m
entar zum

 Gm
bH

G, 10. A
ufl. 2007, 

§ 43 
Rn. 327

を
参
照
し
て
い
る
。
第
一
一
版
（
二
〇
一
四
年
）
も
同
様
。

（
184
）　K

G
 N

ZG
 2013, 586 (589 - 5.c.)

は
、K

leindick, in: 
Lutter/H

om
m

elhoff, K
om

m
entar zum

 Gm
bH

G, 18. A
ufl. 

2012, 

§ 43 Rn. 78

（
正
し
く
はRn. 87

で
あ
る
）、Fleischer, in: 

M
ünchener K

om
m

entar zum
 Gm

bH
G, 1. A

ufl. 2012, 
§ 43 

Rn. 350 f.

を
参
照
し
て
い
る
。

（
185
）　K

G N
ZG 2013, 586 (589 - 5.d.)

は
、K

eller W
RP 2005, 

1235 (1242)

（
正
し
く
はGm

bH
R 2005, 1235, 1242

）
を
参
照

し
て
い
る
。

（
186
）　K

G N
ZG 2013, 586 (590 - 5.f.)

は
、Paefgen, in: U

lm
er, 

K
om

m
entar zum

 Gm
bH

G, 2006, 

§ 43 Rn. 207, 255

を
参
照

し
て
い
る
。
第
二
版
（
二
〇
一
四
年
）
の 

§ 43 Rn. 354, 420

も

同
様
。

（
187
）　K
G N

ZG 2013, 586 (590 - 5.f.) 

は
、Zöllner/N

oack, in: 
Baum

bach/H
ueck, K

om
m

entar zum
 Gm

bH
G, 19. A

ufl. 
2010, 

§ 43 Rn. 78

を
参
照
し
て
い
る
。
第
二
〇
版
（
二
〇
一
三

年
）
も
同
様
。

（
188
）　K

G N
ZG 2013, 586 (590 - 5.g.) 

は
、A

ltm
eppen, in: 

Roth/A
ltm

eppen, K
om

m
entar zum

 Gm
bH

G, 7. A
ufl. 2012, 

§ 43 Rn. 61

、
お
よ
び
同
人
のZIP 1995, 881 Rn. 61

（
正
し
く

は
八
八
七
頁
以
下
）
を
参
照
し
て
い
る
。

（
189
）　

し
た
が
っ
て
、K

G N
ZG 2013, 586 (590)

は
正
し
い
。

（
190
）　

こ
の
点
に
つ
き
、K

leindeik, D
eliktshaftung und juristische 

Person, 1997 (D
eliktshaftung), 117 ff.; B

achm
ann, 

Gutachten, E 119 ff.

。

（
191
）　

例
え
ば
、
民
法
三
一
条
を
、
団
体
は
、
機
関
管
理
者
が
誰
か
に

対
し
て
（
機
関
管
理
者
自
身
か
、
団
体
か
に
か
か
わ
り
な
く
）
第
三

者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
行
為
を
行
っ
た
場

合
に
は
、
と
い
う
風
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
理
論
構
成
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、Kleindeik, D

elikshauftung, 117 ff.

参
照
。Bachm

ann, 
Gutachten, E 119 f.

も
参
照
。

（
192
）　Paefgen/D

ettke EW
iR 2014, 579 (580).

（
193
）　

連
邦
通
常
裁
判
所
第
六
民
事
部
が
、
機
関
の
対
外
的
義
務
が
、
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有
限
会
社
法
四
三
条
一
項
や
、
株
式
法
九
三
条
一
項
第
一
文
か
ら
導

か
れ
う
る
の
で
は
な
い
（BGH

 w
istra 2012, 380 Rn. 22 f.

）
と

し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
賛
成
す
べ
き
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
こ
と

は
単
に
「
原
則
的
に
」
妥
当
す
る
ば
か
り
で
な
く
（
例
え
ば
、

BGH
 w

istra 2012, 380 Rn. 23

は
、
法
令
遵
守
義
務
を
視
野
に
入

れ
つ
つ
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
）、
例
外
な
く
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。

（
194
）　

こ
の
点
を
正
当
に
も
指
摘
す
る
の
は
、C. D

annecker N
ZW

iSt 
2012, 441 (446)

。

（
195
）　Bitter ZInsO

 2010, 1505 (1506).

（
196
）　

そ
の
結
果
─
─
人
的
会
社
（
商
法
一
二
八
条
）
に
お
け
る
の
と

は
異
な
り
─
─
債
権
者
に
対
し
て
責
任
を
問
わ
れ
る
の
は
、
会
社
財

産
の
み
で
あ
り
、
取
締
役
の
財
産
は
そ
の
対
象
外
で
あ
る
（
株
式
法

一
条
一
項
第
二
文
、
有
限
会
社
法
一
三
条
二
項
）。

（
197
）　

株
式
法
一
条
一
項
第
二
文
、
有
限
会
社
法
一
三
条
二
項
は
、
取

締
役
の
責
任
の
み
を
否
定
し
て
お
り
、
機
関
の
責
任
を
否
定
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
を
度
外
視
す
る
と
し
て
も
、
同
様
で
あ
る
。

（
198
）　M

öllers/Beutel N
ZG 2006, 338 (340)

は
、
連
邦
通
常
裁
判

所
の
キ
ル
ヒ
／
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
判
決
に
反
対
し
て
い
る
。

（
199
）　

も
っ
と
も
、
想
定
可
能
な
の
は
、
例
外
説
の
立
場
に
た
つ
と
、

機
関
説
の
場
合
と
は
異
な
り
、
義
務
違
反
の
内
容
を
決
め
る
際
に
、

機
関
の
地
位
は
完
全
に
度
外
視
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
会
長
の
ブ
ロ

イ
ヤ
ー
氏
の
発
言
は
、
誰
か
ほ
か
の
立
場
の
人
の
発
言
、
例
え
ば
経

済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
発
言
と
同
様
に
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
会
長
は
、
不
法
行
為
法
上
の
義
務
に
違
反

し
た
と
い
え
な
く
な
る
。

（
200
）　Bitter, Gesellschafterhaftung für m

aterielle U
nter-

kapitalisierung 

︲ Betrachtungen aus ökonom
ischer und 

juristischer Perspektive

︲, in: Bachm
ann ua (Hrsg.), Steuerungs-

funktionen des H
aftungsrechts im

 Gesellschafts- und 
K

apitalm
arktrecht, 2007, 57 (Gesellschafterhaftung) (61) 

に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
201
）　

例
え
ば
、Casper, H

aftungsrechtliche A
nreizfunktionen 

der Insolvenzverschleppungshaftung, in: Bachm
ann ua 

(H
rsg.), Steuerungsfunktionen des H

aftungsrechts im
 

Gesellschafts- und K
apitalm

arktrecht, 2007, 33 (35)

。

（
202
）　

例
え
ば
、A

chenbach FS Im
m

e Roxin, 11

。

（
203
）　

例
え
ば
、Rieble CCZ 2010, 1 (2)

。

（
204
）　

例
え
ば
、K

leindiek, D
eliktshaftung, 469

。

（
205
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、K

uhlen, Com
pliance y 

D
erecho penal en A

lem
ania, in: M

ir Puig/C
orcoy/

Bidasolo/Góm
ez M

artin (directores), Responsibilidad de 
la Em

presa y Com
pliance, 2014, p. 119 ff.

。

（
206
）　

し
か
し
な
が
ら
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
近
時
で
は
、
団
体
に
対

す
る
刑
罰
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
207
）　

そ
の
際
、
個
々
の
企
業
構
成
員
に
民
事
上
の
内
部
責
任
を
問
え

ば
、
損
害
賠
償
法
の
制
御
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
。
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（
208
）　

後
者
に
つ
い
て
は
、H

ellgardt W
M

 2006, 1514 (1517 f.)

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
比

較
法
的
な
知
見
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
209
）　

例
え
ば
、Bitter, Gesellschafterhaftung, 64

。

（
210
）　

作
為
・
不
作
為
を
問
わ
な
い
。

（
211
）　

社
員
を
不
法
行
為
法
上
の
責
任
か
ら
免
責
す
る
反
面
に
お
い
て
、

「
他
人
の
利
益
の
守
り
手
」
と
し
て
取
締
役
に
負
担
を
負
わ
せ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
社
員
の
責
任
の
限
定
が
「
完
全
」

な
も
の
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
、Bachm

ann/
Eidenm

üller/Engert/Fleischer/Schön, Rechtsregeln für 
die geschlossene K

apitalgesellschaft, 2012, 79

。

（
212
）　

す
な
わ
ち
、
民
法
と
刑
法
の
相
克
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
場
合

で
あ
る
。

（
213
）　Rieble CCZ 2010, l (2). Bachm

ann, Gutachten, E 119

お
よ
びBGH

 ZIP 2014, 1475 (1476)

も
参
照
。

（
214
）　

ま
ず
も
っ
て
、
機
関
の
行
為
の
可
罰
性
が
、
例
外
説
で
は
な
く
、

機
関
説
に
よ
っ
て
適
切
に
決
定
さ
れ
る
と
考
え
た
場
合
、
こ
の
よ
う

に
い
え
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
６
以
下
も
参
照
の
こ
と
。

（
215
）　O

LG K
arlsruhe Gm

bH
R 2013, 267 (268)

は
、
こ
の
要
件

が
欠
け
て
い
る
点
に
注
目
す
る
。

（
216
）　

さ
ら
に
、
解
釈
論
と
し
て
は
、
刑
法
上
機
関
説
に
従
う
か
、
よ

り
詳
し
く
い
え
ば
事
業
主
責
任
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
か

か
わ
り
な
く
、
民
法
八
二
三
条
二
項
に
よ
り
、
民
法
八
二
三
条
一
項

よ
り
も
帰
責
範
囲
が
拡
大
す
る
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
う
る
。
そ
う

だ
と
す
る
と
、
モ
ビ
ン
グ
事
例
に
お
け
る
上
司
の
不
作
為
に
よ
る
幇

助
（
刑
法
三
二
三
ｃ
条
）
が
問
題
と
な
る
（BGH

St 57, 42 Rn. 
19 ff.

）。
こ
の
事
案
に
お
い
て
、
い
じ
め
の
被
害
者
を
保
護
す
べ
き

保
証
人
的
地
位
が
否
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
上
司
の
、
民
法
八
二
三

条
二
項
、
刑
法
三
二
三
ｃ
条
に
基
づ
く
不
法
行
為
法
上
の
責
任
は
さ

ら
に
問
題
と
な
り
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
刑
法
三
二
三
ｃ
条
は
、
第
六

民
事
部
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（BGH

 N
JW

 2014, 64

）、
民
法
八

二
三
条
二
項
の
保
護
規
範
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
217
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Blöse Gm

bH
R 2011, 1146, (1147)

参
照
。

（
218
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Bitter ZInsO

 2010, 1505 (1506)

。

（
219
）　

対
外
責
任
に
親
和
的
な
民
事
判
決
に
対
し
て
激
し
い
批
判
が
な

さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
点
は
見
過
ご
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
220
）　

も
っ
と
も
、
こ
の
点
が
問
題
と
な
る
事
例
も
存
在
し
、
実
務
上

重
要
で
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（
221
）　

当
該
刑
罰
法
規
が
民
法
八
二
三
条
二
項
の
保
護
規
範
で
あ
る
と

き
で
あ
る
。

（
222
）　

よ
り
詳
し
く
は
（
そ
し
て
批
判
的
に
で
あ
る
が
） K

uhlen JA
 

1986, 589 ff.; Rönnau StraFo 2014, 265 ff.

。

（
223
）　BGH

 w
istra 2012, 380 Rn. 19.

（
224
）　BGH

 w
istra 2012, 380 Rn. 21.

（
225
）　

し
た
が
っ
て
、C. D

annecker N
ZW

iSt 2012, 441 (450)
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は
、 

第
六
民
事
部
は
、
大
法
廷
判
決
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
す
る
（
裁
判
所
構
成
法
一
三
二
条
一
項
第
二
文
）。
し
か
し
な

が
ら
、
刑
事
的
な
事
業
主
責
任
に
つ
い
て
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決

の
み
を
（
そ
し
て
よ
り
一
般
的
に
企
業
に
関
連
し
た
形
で
取
締
役
の

諸
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
）
理
由
と
し
て
、
大
法
廷
で
の

判
断
を
求
め
る
べ
き
義
務
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
通
説

の
よ
う
に
、
先
行
判
例
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
見
解
部
分
と
相
違
す

る
判
断
を
下
そ
う
と
す
る
場
合
の
み
、
大
法
廷
の
判
断
を
求
め
る
べ

き
と
す
る
こ
と
は
、
回
避
す
べ
き
で
あ
る
（K

uhlen JA
 1986, 

589, 594; Zim
m

erm
ann, in: M

ünchener K
om

m
entar zur 

ZPO
, 4. A

ufl. 2013, 

§ 132 GV
G Rn. 8

を
参
照
）。
な
ぜ
な
ら
、

事
業
に
従
事
す
る
者
の
、
事
業
に
関
連
し
た
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
べ

き
保
証
人
的
義
務
を
事
業
主
に
認
め
る
こ
と
は
、BGH

St 54, 55

、

BGH
St 57, 42

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
判
決
に
と
っ
て
重
要
な

事
項
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
226
）　

そ
れ
ゆ
え
、BGH

 w
istra 2012, 380

に
反
対
す
る
も
の
と
し

て C. D
annecker N

ZW
iSt 2012, 441 (442 ff.); Zim

m
erm

ann, 
Strafbarkeitsrisiken, 165 ff.

。

（
227
）　

こ
の
法
律
構
成
は
、
身
分
犯
の
場
合
ば
か
り
で
な
く
広
く
一
般

化
さ
れ
て
い
る
。

（
228
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Bachm

ann, Gutachten, E 119 f.

を

参
照
。

（
229
）　

そ
れ
ゆ
え
、
傷
害
罪
や
器
物
損
壊
罪
が
共
同
正
犯
形
態
で
犯
さ

れ
た
場
合
、（
現
行
法
の
立
場
（BGH

 ZIP 2014, 1475, 1476

を

参
照
）
と
は
異
な
る
主
張
で
あ
る
が
、）
被
害
者
か
ら
共
同
正
犯
者

ら
に
対
し
て
多
く
の
損
害
賠
償
請
求
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
単

独
犯
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
た
者
に
比
し
て
、
民
事
上
の
「
特
権
」

を
享
受
で
き
る
と
考
え
た
い
（
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
た

い
）
と
し
て
も
、
各
行
為
者
は
、
刑
法
上
は
、
完
全
な
責
任
を
負
う
。

（
230
）　

こ
の
種
の
「
自
然
主
義
的
な
」
作
為
・
不
作
為
の
区
別
の
強
調

に
関
す
る
刑
法
上
の
議
論
に
つ
い
て
は
、K

uhlen FS Puppe, 
2011, 669 ff.

を
参
照
の
こ
と
。

（
231
）　

す
で
に
検
討
し
たBGH

 w
istra 2012, 380 Rn. 18 ff.

と

O
LG K

arlsruhe Gm
bH

R 2013, 267

で
は
、
こ
の
よ
う
な
区
別

を
当
然
視
し
て
い
る
。

（
232
）　

被
害
の
客
観
的
構
成
要
件
が
充
足
さ
れ
て
も
、
民
法
八
二
三
条

が
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。Staudinger, in: N

om
os-

K
om

m
entar zum

 B
G

B
, 8. A

ufl. 2014, 

§ 823 R
n. 153; 

H
ager, in: Staudinger, K

om
m

entar zum
 BGB, 13. A

ufl. 
2009, 

§ 823 BGB Rn. G37

参
照
。

（
233
）　

例
え
ば
、BGH

 ZIP 2014, 1475 (1477)

。


